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方
針
形
成
と
国
際
環
境
1

大

石

一

男

【
要
約
】
　
大
隈
条
約
改
正
交
渉
の
収
拾
策
と
し
て
の
明
治
工
二
年
一
二
月
～
○
日
付
閣
議
決
定
は
、
井
上
毅
法
制
局
長
・
伊
東
枢
密
院
書
記
官
長
ら
の
批

准
拒
絶
方
針
と
、
井
上
馨
農
商
相
・
青
木
外
相
代
理
ら
の
修
正
要
求
提
起
方
針
と
を
、
後
者
を
柱
に
し
つ
つ
も
両
論
併
記
し
た
。
一
方
、
日
本
政
府
の
こ

の
弱
体
・
分
裂
状
態
に
ド
イ
ツ
等
他
の
列
強
が
取
り
入
っ
た
り
、
第
一
議
会
を
強
硬
な
条
約
廃
棄
論
が
席
巻
し
て
政
府
を
暴
発
に
導
い
た
り
す
る
こ
と
を

危
ぶ
む
イ
ギ
リ
ス
は
、
外
国
入
裁
判
富
任
用
要
求
を
放
棄
し
た
対
案
の
早
期
提
出
で
主
導
権
を
と
る
決
断
を
下
す
。
責
任
転
嫁
の
対
象
を
「
英
政
府
対

案
鳳
で
奪
わ
れ
、
対
等
条
約
の
主
張
へ
の
配
慮
か
ら
本
交
渉
開
始
に
も
踏
み
切
れ
ず
、
山
県
首
相
は
対
応
に
苦
慮
し
た
。
結
局
、
第
～
議
会
後
に
青
木
外

相
が
本
交
渉
開
始
へ
暴
走
し
て
山
県
は
政
権
を
放
棄
し
、
青
木
が
事
実
上
更
迭
さ
れ
て
条
約
改
正
問
題
は
凍
結
さ
れ
る
。
た
だ
そ
の
結
果
は
、
日
本
は
大

隈
交
渉
の
白
紙
撤
回
、
イ
ギ
リ
ス
は
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
さ
れ
る
危
険
の
回
避
、
と
い
う
各
自
の
目
標
を
一
応
達
成
し
た
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
七
巻
四
号
　
二
〇
〇
四
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
は
、
大
隈
重
信
二
二
遭
難
に
伴
う
代
理
の
期
間
を
含
め
、
青
木
周
蔵
が
外
務
大
臣
を
務
め
た
期
間
（
明
治
二
二
年
一
〇
月
～
二
四
年
五
月
）

の
条
約
改
正
問
題
を
扱
う
。
一
八
八
○
年
代
以
降
の
条
約
改
正
と
い
え
ば
、
井
上
・
大
隈
・
陸
奥
の
三
人
の
外
相
が
ま
ず
頭
に
浮
か
ぶ
。
彼
ら

に
比
べ
れ
ば
、
大
隈
と
陸
奥
の
間
の
青
木
・
榎
本
外
相
期
は
条
約
改
正
史
の
い
わ
ば
谷
間
の
時
代
で
あ
り
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
い
。
し
か
し



青木外相期の条約改正交渉（大石）

同
じ
谷
間
の
時
期
と
い
っ
て
も
、
青
木
外
相
期
と
榎
本
外
相
期
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
青
木
外
相
期
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
日
本
側
に
大
幅

に
譲
歩
し
た
対
日
案
　
　
外
国
人
裁
判
官
任
用
要
求
を
全
く
放
棄
し
た
も
の
一
を
出
す
と
い
う
重
要
な
事
件
が
起
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
対
日
提
案
が
行
わ
れ
る
前
の
日
本
側
の
改
正
問
題
に
つ
い
て
の
方
針
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
譲
歩
的
対
日
提
案
は
な
ぜ
な
さ

れ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
し
て
日
本
側
の
反
応
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
結
局
、
こ
の
提
案
に
日
本
側
が
積
極
的
な
対

応
を
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
疑
問
へ
の
解
答
を
試
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
青
木
外
相
期
の
条
約
改
正
問
題
に
つ
い
て
は
、
坂
根
義
久
氏
の
研
究
が
あ
る
。
た
だ
氏
の
研
究
は
、
青
木
の
伝
記
的
研
究
と
い
う
性
格
の
た

め
か
青
木
に
の
み
焦
点
が
あ
た
り
、
条
約
改
正
推
進
派
と
反
対
派
全
体
の
動
き
が
見
え
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
坂
根
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

研
究
を
受
け
た
概
説
的
叙
述
も
含
め
、
な
ぜ
榎
本
外
相
期
に
は
こ
の
問
題
が
凍
結
さ
れ
続
け
、
な
ぜ
そ
れ
が
陸
奥
外
相
期
に
再
び
動
き
出
す
の

か
、
十
全
に
は
説
明
で
き
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
青
木
の
努
力
と
そ
れ
へ
の
妨
害
と
し
て
で
は
な
く
、
条
約
改
正
問
題
を
め
ぐ
る
路
線
対
抗
と

し
て
こ
の
時
期
の
葛
藤
を
描
く
こ
と
で
、
同
過
程
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
し
た
。

　
本
稿
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
提
案
が
出
さ
れ
る
以
前
の
時
期
を
扱
う
。
大
隈
外
相
遭
難
・
黒
田
首
相
辞

任
の
後
の
三
条
臨
時
首
相
期
、
条
約
改
正
問
題
に
つ
い
て
喫
緊
の
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
大
隈
交
渉
の
処
理
で
あ
っ
た
。

交
渉
継
続
は
も
は
や
問
題
と
な
ら
な
い
な
か
、
そ
の
処
理
を
め
ぐ
っ
て
二
つ
の
路
線
が
生
ま
れ
た
。
～
つ
は
井
上
毅
法
制
局
長
官
・
伊
東
巳
代

治
枢
密
院
書
記
官
長
・
松
方
正
義
蔵
相
ら
の
路
線
で
、
批
准
拒
否
と
い
う
強
硬
論
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
井
上
寺
前
農
商
相
・
山
田
顕
義
司
法

相
ら
の
路
線
で
、
大
隈
交
渉
の
成
果
を
保
持
し
日
本
の
国
際
的
信
用
を
保
ち
な
が
ら
、
当
面
交
渉
は
凍
結
1
一
批
准
も
し
な
け
れ
ば
拒
否
も
し

な
い
状
態
1
し
ょ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
路
線
を
め
ぐ
っ
て
政
府
内
の
議
論
は
ゆ
れ
る
が
、
結
局
、
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
等
に
新
提
案

を
行
う
こ
と
で
は
合
意
が
成
立
し
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
一
二
月
一
〇
日
に
「
将
来
外
交
ノ
政
略
」
が
決
定
さ
れ
、
そ
れ
に
し
た
が
っ

て
修
正
要
求
が
発
出
さ
れ
た
。
坂
根
氏
は
こ
の
決
定
に
つ
い
て
、
元
勲
級
閣
僚
が
主
導
し
て
改
正
交
渉
に
関
す
る
閣
内
統
一
を
図
っ
た
も
の
と

し
、
こ
れ
が
青
木
の
改
正
交
渉
の
制
約
と
な
っ
た
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
本
章
で
は
、
条
約
改
正
を
め
ぐ
る
以
上
の
よ
う
な
路
線
対
立
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を
全
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
氏
を
は
じ
め
と
す
る
従
来
の
説
を
修
正
し
た
い
。

　
明
治
二
三
（
～
八
九
〇
）
年
七
月
五
日
、
イ
ギ
リ
ス
は
青
木
覚
書
へ
の
対
案
と
い
う
形
で
対
日
提
案
を
行
う
。
第
二
章
は
こ
れ
以
後
の
時
期

を
扱
う
。
ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
が
な
ぜ
大
幅
に
譲
歩
し
た
提
案
を
行
っ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
建
設
に
現
れ
る
ロ
シ
ア
の
極
東

進
出
に
対
抗
し
、
日
本
を
味
方
に
つ
け
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
従
来
の
解
釈
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ

は
む
し
ろ
、
日
本
政
府
の
弱
体
・
分
裂
を
見
抜
い
た
上
で
、
ド
イ
ツ
等
の
…
機
先
を
制
し
、
交
渉
停
滞
の
責
任
を
転
嫁
さ
れ
る
危
険
を
回
避
し
よ

う
と
す
る
、
イ
ギ
リ
ス
の
緊
急
避
難
的
な
選
択
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
意
外
な
幸
運
で
あ
っ
た
か
に
見
え
る
「
列
国
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

調
」
の
解
体
は
、
実
は
対
欧
米
宣
伝
工
作
や
対
ド
イ
ツ
接
近
政
策
な
ど
の
以
前
か
ら
の
継
続
的
努
力
の
成
果
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
通
の
外
相
と
し

て
青
木
が
在
任
し
た
こ
と
も
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
で
は
、
予
想
外
の
対
案
を
受
け
取
っ
た
日
本
側
の
反
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
青
木
は
こ
れ
に
積
極
的
に
応
じ
る
べ
き
と
し
、

し
か
し
伊
東
は
さ
ら
に
要
求
を
積
み
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
強
硬
論
を
主
張
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
同
じ
両
路
線
の
対
立
で
あ
る
。
そ
し
て
山
県

首
相
は
、
今
度
は
青
木
を
支
持
せ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
返
答
は
延
引
さ
れ
た
。
大
幅
に
有
利
に
は
な
っ
た
が
ま
だ
「
対
等
条
約
」
に
は
い
た
ら

な
い
案
で
交
渉
す
る
こ
と
で
、
議
会
や
世
論
が
反
発
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
好
意
的
提
案
を
店
ざ
ら
し

に
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
青
木
は
焦
り
、
交
渉
の
速
や
か
な
開
始
を
主
張
す
る
。
こ
う
し
て
山
県
は
デ
ィ
レ
ン
マ
に
お
ち
い
り
、
明
治
二
四

（一

ｪ
九
一
）
年
四
月
九
日
、
辞
任
を
決
意
、
交
渉
は
終
息
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
第
二
章
後
半
で
は
、
条
約
改
正
を
め
ぐ
る
路
線
対
立
が
、
議
会
開
会
を
迎
え
る
こ
と
で
、
山
県
に
辞
任
を
決
意
さ
せ
る
ほ
ど

の
深
刻
な
意
味
を
持
っ
た
こ
と
を
示
し
た
い
。
そ
れ
は
、
従
来
必
ず
し
も
十
分
な
説
明
の
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
山
県
辞
任
の
背
景
を
説
明
す

る
と
同
時
に
、
条
約
改
正
を
め
ぐ
る
国
内
的
制
約
の
変
化
を
示
す
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
に
、
準
備
・
交
渉
の
過

程
の
検
証
か
ら
、
交
渉
史
に
お
け
る
長
期
的
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
い
。

　
〈
付
記
〉
　
典
拠
は
以
下
の
よ
う
に
略
記
す
る
。
井
上
毅
伝
記
編
纂
委
員
会
編
『
井
上
毅
伝
　
史
料
篇
臨
第
五
巻
（
國
學
院
大
學
図
書
館
、
昭
和
五
〇
年
）
は
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①
　
坂
根
義
久
『
明
治
外
交
と
青
木
周
蔵
隔
刀
水
書
房
、
昭
和
六
〇
年
。

②
　
概
説
と
し
て
は
大
江
志
乃
夫
「
一
八
八
○
～
一
九
〇
〇
年
代
の
日
本
」
（
『
岩
波

　
講
座
　
B
本
通
史
第
～
七
巻
　
近
代
二
㎞
岩
波
書
店
、
｝
九
九
四
年
）
や
、

　
『
目
本
歴
史
大
系
普
及
版
一
四
　
明
治
憲
法
体
制
の
展
開
（
上
）
㎞
（
山
川
出
版
社
、

　
一
九
九
六
年
）
中
の
坂
野
潤
治
氏
執
筆
部
分
（
二
七
～
二
九
頁
）
、
さ
ら
に
井
上

　
勇
一
「
不
平
等
条
約
か
ら
同
盟
へ
」
（
噌
日
英
交
流
史
　
一
の
O
O
I
卜
。
O
O
O
　
1
　
政

　
治
・
外
交
1
㎞
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
御
厨
貴
魍
日
本
の
近
代

『
毅
伝
瓢
五
、
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
近
代
日
本
法
制
史
料
集
』
七
（
國
學
院
大
學
、
昭
和
五
九
年
）
は
『
法
制
』
七
、
伊
藤
博
文
関
係
文
書

研
究
会
編
噸
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
罷
工
巻
（
塙
書
房
、
昭
和
四
九
年
）
は
『
伊
藤
睡
二
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
の
「
憲
政
史
編
纂
会
収
集
文

書
」
「
井
上
馨
関
係
文
書
」
「
陸
奥
宗
光
関
係
文
書
」
「
三
条
家
文
書
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
憲
政
」
「
井
上
馨
文
書
」
「
陸
奥
文
書
」
「
三
条
家
文
書
」
、
『
東
京
日
日

新
聞
㎏
は
噸
日
日
瓢
、
『
郵
便
報
知
新
聞
』
は
『
報
知
』
、
日
本
大
学
大
学
史
編
纂
室
編
噸
山
田
伯
爵
置
文
書
』
二
（
日
本
大
学
、
平
成
四
年
）
は
『
山
田
』

二
、
外
務
省
調
査
周
監
修
㎎
条
約
改
正
関
係
　
日
本
外
交
文
書
』
第
三
巻
上
は
『
外
文
』
三
巻
上
、
「
条
約
改
正
記
事
」
（
大
山
梓
・
稲
生
典
太
郎
編
圃
条
約

改
正
調
書
集
成
騙
上
巻
、
原
書
房
、
一
九
九
一
年
所
収
）
は
「
記
事
」
（
頁
数
は
復
刻
原
文
に
よ
る
）
、
O
話
醇
ゆ
腎
p
鼠
訓
導
臥
α
q
p
O
団
｛
ざ
①
菊
①
。
o
凱
。
・
．
は

男
○
。
ま
た
、
「
憲
政
」
五
七
六
－
二
「
伊
東
伯
爵
家
文
書
、
条
約
改
正
関
係
史
料
雑
纂
、
二
」
を
「
雑
纂
二
」
の
よ
う
に
、
さ
ら
に
「
雑
纂
二
」
（
一
～
工

三
頁
）
に
含
ま
れ
る
「
大
隈
伯
遭
難
後
ノ
善
後
処
置
二
関
ス
ル
閣
議
其
他
ノ
経
過
」
を
「
経
過
」
と
略
記
す
る
。
な
お
、
拙
稿
「
大
隈
条
約
改
正
交
渉
再

考
」
（
㎎
史
林
』
八
五
－
六
、
二
〇
〇
二
年
）
及
び
「
明
治
二
二
年
条
約
改
正
問
題
と
帰
化
法
」
（
『
日
本
史
研
究
』
四
九
三
、
二
〇
〇
三
年
）
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
「
拙
稿
a
」
「
拙
稿
b
」
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
明
治
国
家
の
完
成
㎞
（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
五
六
～
二
二
九

　
頁
）
等
が
、
国
内
政
治
的
視
点
か
ら
の
も
の
と
し
て
は
小
宮
一
夫
『
条
約
改
正
と

　
国
内
政
治
輪
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
が
比
較
的
近
年
の
も
の
で
あ
る
。

③
大
谷
正
門
近
代
日
本
の
対
外
宣
伝
』
（
田
文
出
版
、
一
九
九
四
年
）
九
三
・
九

　
四
頁
を
参
照
。

④
詳
細
は
広
瀬
靖
子
「
井
上
条
約
改
正
交
渉
に
関
す
る
～
考
察
」
（
『
近
代
中
國
研

　
究
』
第
七
輯
、
～
九
六
六
年
）
三
〇
九
頁
以
下
を
参
照
。

69 （489）



【
　
大
隈
交
渉
収
拾
へ
の
模
索

70　（490）

（【

j
批
准
拒
絶
策
動

　
大
隈
遭
難
（
明
治
二
二
年
～
○
月
一
八
日
）
と
黒
田
清
隆
首
相
の
辞
職
聴
許
（
同
二
五
臼
）
に
よ
り
政
府
内
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
は
大
き
く
変
化
し
、

大
隈
交
渉
に
正
面
か
ら
反
対
し
た
松
方
正
義
蔵
相
・
後
藤
象
二
郎
逓
相
、
慎
重
な
申
間
派
・
穏
健
派
と
し
て
の
山
県
有
朋
内
相
・
山
田
顕
義
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

相
ら
が
、
中
枢
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
隈
案
断
行
派
を
排
除
し
た
こ
の
構
成
の
帰
結
と
し
て
断
行
と
い
う
選
択
肢
は
度
外
視
さ
れ
た
が
、

調
整
役
に
徹
し
た
三
条
実
美
首
相
の
も
と
、
事
態
収
拾
の
方
向
は
約
一
ヶ
月
半
の
曲
折
を
経
て
よ
う
や
く
調
整
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
交
渉

の
到
達
点
を
後
退
さ
せ
ず
に
、
で
き
れ
ば
大
隈
案
の
微
修
正
で
完
遂
に
持
ち
込
む
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
井
上
馨
・
山
田
ら
の
考
え
と
、

政
府
内
外
の
反
対
運
動
を
背
景
に
交
渉
の
成
果
を
完
全
に
葬
っ
て
し
ま
お
う
と
す
る
井
上
毅
・
伊
東
巳
代
治
ら
の
考
え
と
が
対
抗
す
る
形
で
展

開
し
た
。
そ
の
帰
結
が
、
前
述
し
た
「
閣
議
案
」
と
「
意
見
書
撮
要
」
の
二
文
書
か
ら
な
る
、
「
将
来
外
交
ノ
政
略
」
な
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
い
ち
早
く
収
拾
策
を
提
起
し
た
の
は
、
交
渉
中
止
を
主
張
す
る
井
上
毅
法
制
局
長
官
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
二
二
日
の
元
田
永
孚
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
③

書
簡
を
皮
切
り
に
、
二
三
日
ご
ろ
か
ら
、
山
県
・
松
方
・
山
田
ら
に
井
上
毅
が
立
て
続
け
に
建
策
し
た
内
容
は
、
調
印
済
み
条
約
1
一
そ
の
外

国
人
裁
判
官
任
用
と
法
典
を
外
国
側
に
交
付
す
る
約
束
を
、
井
上
は
批
判
し
た
一
に
対
す
る
批
准
拒
絶
を
断
乎
行
う
べ
き
で
、
実
施
延
期
な

ど
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
議
論
で
あ
っ
た
。
三
条
に
つ
い
て
も
、
二
五
日
に
首
相
に
就
任
す
る
と
同
時
に
、
同
様
の
働
き
か
け
が
は
じ
ま

　
　
　
　
　
　
④

つ
た
と
見
ら
れ
る
。
拙
稿
b
に
述
べ
た
よ
う
に
、
同
年
七
月
以
来
、
井
上
は
元
田
・
伊
東
ら
と
と
も
に
、
帰
化
法
を
挺
子
に
し
た
大
隈
交
渉
阻

止
を
一
貫
し
て
追
求
し
て
き
た
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
大
隈
遭
難
直
後
か
ら
井
上
が
元
田
を
語
ら
っ
て
調
印
済
み
条
約
の
批
准
拒
絶
へ
政
府

を
誘
導
し
よ
う
と
動
き
始
め
た
の
は
、
見
や
す
い
流
れ
で
あ
る
。

　
し
か
し
現
実
に
は
、
上
記
の
人
員
構
成
で
あ
り
な
が
ら
、
井
上
毅
ら
の
批
准
拒
絶
路
線
は
政
府
を
主
導
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
要
因
の
ひ
と
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つ
に
は
、
拙
稿
b
で
も
指
摘
し
た
よ
う
な
列
国
代
表
団
、
特
に
ド
イ
ツ
公
使
ホ
ル
レ
ー
ベ
ン
（
8
■
＜
O
口
国
O
一
｝
Φ
ぴ
①
P
）
ら
に
よ
る
大
隈
路
線
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

強
い
支
持
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
点
が
あ
る
。
ま
た
も
ち
ろ
ん
、
大
隈
の
病
臥
が
ど
の
程
度
長
引
く
の
か
が
不
確
定
な
状
態
で
批
准
拒
絶
を
決

め
て
し
ま
う
こ
と
は
、
手
続
き
上
も
簡
単
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
情
に
加
え
、
政
府
首
脳
は
彼
ら
か
ら
見
て
唐
突
な
批
准
拒
絶
と
い
う
方
途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
慎
重
で
あ
っ
た
。
山
田
は
「
延
期
ハ
墨
黒
難
事
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
」
と
み
て
お
り
、
山
県
も
井
上
毅
の
意
見
を
聴
取
し
つ
つ
も
山
口
の
井
上
馨
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

来
援
を
仰
い
で
慎
重
を
期
す
構
え
を
見
せ
て
い
る
。
改
正
中
止
を
求
め
る
諸
団
体
が
一
〇
月
三
一
日
に
既
に
解
散
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

と
り
あ
え
ず
交
渉
・
批
准
を
当
面
見
合
わ
せ
る
だ
け
に
し
て
お
こ
う
と
い
う
大
勢
は
容
易
に
は
動
か
な
か
っ
た
。

　
こ
の
場
面
で
井
上
は
、
～
○
月
二
九
日
付
及
び
一
一
月
二
日
付
（
二
通
）
計
三
通
の
ロ
エ
ス
ラ
ー
意
見
書
（
『
法
制
騙
七
、
三
四
〇
～
三
四
二
号

文
書
）
を
援
用
し
は
じ
め
た
。
こ
の
う
ち
＝
月
二
日
付
の
二
通
の
意
見
書
（
同
三
四
一
号
、
三
四
二
号
）
は
、
各
条
項
を
第
一
～
第
七
の
論
点

に
分
っ
て
検
討
を
加
え
た
う
え
、
「
大
二
日
本
国
ノ
権
利
ト
利
益
ト
ヲ
損
失
ス
ル
や
明
白
」
（
同
三
四
二
号
、
一
四
九
頁
）
と
し
て
大
隈
新
条
約
が

総
合
的
に
不
利
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
ま
た
一
〇
月
二
九
日
付
の
も
の
（
同
三
四
〇
号
）
は
、
単
純
批
准
拒
絶
が
簡
明
で
禍
根
を
残
さ
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
て
、
事
後
収
拾
策
に
こ
れ
を
推
す
。
井
上
は
こ
れ
ら
を
用
い
て
、
山
田
（
＝
月
二
日
付
、
二
通
、
『
毅
伝
』
四
）
二
二
条
総
理
大
臣
（
二
日
付
、

同
上
）
・
伊
藤
（
一
　
百
付
・
四
日
付
、
同
上
）
・
山
県
（
六
日
付
、
同
上
）
ら
に
対
し
、
重
ね
て
運
動
を
試
み
て
い
た
。

　
そ
し
て
井
上
ら
は
、
こ
の
ロ
エ
ス
ラ
ー
意
見
書
（
一
〇
月
二
九
日
半
）
の
「
第
二
案
」
で
あ
る
「
条
件
ヲ
附
シ
テ
批
准
ヲ
拒
絶
ス
ル
コ
ト
」

（
第
一
が
門
批
准
ヲ
単
～
二
拒
絶
ス
ル
コ
ト
」
と
い
う
無
条
件
批
准
推
絶
）
が
、
山
田
の
「
修
正
説
」
（
後
述
）
よ
り
も
適
切
で
ロ
エ
ス
ラ
ー
も
賛
成
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
し
て
、
伊
東
巳
代
治
と
と
も
に
こ
の
線
で
の
「
閣
議
案
」
を
起
草
し
は
じ
め
た
ら
し
い
ゆ
ご
う
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
が
、
＝
月
七
日
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

う
に
は
井
上
毅
か
ら
山
県
内
相
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
　
一
月
～
○
日
に
伊
東
か
ら
山
田
に
提
出
さ
れ
た
「
甲
案
」
に
つ
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

る
も
の
で
あ
り
、
後
ほ
ど
伊
東
は
、
「
単
純
拒
絶
」
の
さ
ら
に
強
硬
な
方
針
を
「
乙
案
」
と
し
て
山
田
に
送
付
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
井
上
・
餌
東
ら
は
、
大
隈
案
断
行
は
も
は
や
論
外
と
し
て
も
、
よ
り
中
間
的
な
山
圏
の
慎
重
論
・
延
引
論
・
修
正
要
求
提
起
論
す

ら
無
視
し
て
、
条
件
付
な
い
し
無
条
件
の
批
准
拒
絶
方
針
の
み
を
、
甲
・
乙
の
両
「
閣
議
案
」
と
し
て
山
田
・
山
県
ら
現
内
閣
首
脳
部
に
売
り

71 （491）



込
も
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
が
、
一
二
月
一
〇
日
閣
議
決
定
さ
れ
る
「
将
来
外
交
ノ
政
略
」
の
う
ち
、
批
准
拒
絶
派
の
立
場
を
代
表
す
る
一

二
月
一
〇
日
「
閣
議
案
」
の
原
型
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
「
閣
議
案
」
に
併
置
な
い
し
対
置
さ
れ
た
「
意
見
書
撮
要
」
は
、
い
か
な
る
来

歴
を
も
つ
の
か
。
次
節
以
下
に
検
討
し
よ
う
。

72 （492）

（
二
）
　
修
正
要
求
提
起
方
斜
の
浮
上

　
井
上
毅
ら
の
精
力
的
な
運
動
は
、
反
面
で
、
伊
藤
・
井
上
馨
ら
が
事
態
収
拾
に
乗
り
出
し
て
、
よ
り
穏
健
な
、
将
来
の
交
渉
へ
の
足
が
か
り

を
残
す
方
向
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
警
戒
感
か
ら
き
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
伊
藤
と
井
上
馨
は
、
そ
れ
ぞ
れ
小
田
原
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

山
口
を
出
発
し
、
一
一
月
二
日
神
戸
に
落
ち
合
っ
て
会
談
し
た
。
こ
れ
に
つ
き
元
田
は
「
外
事
一
条
、
実
二
煩
悶
二
世
へ
不
申
、
彼
ノ
三
田
尻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

云
々
等
、
誠
二
無
策
之
極
と
失
望
致
し
候
」
と
嘆
い
て
い
る
。
し
か
も
、
お
そ
ら
く
井
上
馨
の
承
認
を
得
た
と
見
ら
れ
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
事

が
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
（
＝
月
四
～
六
日
）
を
は
じ
め
在
京
各
誌
に
も
転
載
さ
櫓
そ
の
中
で
井
上
は
、
自
分
が
政
局
を
忌
避
し
た
の
は
大
隈

案
に
反
対
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
党
派
対
立
を
国
政
の
場
に
持
ち
込
む
こ
と
へ
の
疑
義
か
ら
で
あ
っ
た
旨
を
明
言
し
て
い
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

大
隈
に
同
情
的
で
井
上
の
再
出
馬
を
否
定
的
に
見
て
い
た
外
国
人
社
会
の
空
気
も
、
井
上
馨
に
傾
き
は
じ
め
る
。
彼
が
帰
京
す
れ
ば
、
批
准
拒

絶
路
線
が
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
は
多
分
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
そ
の
兆
し
は
既
に
、
～
一
月
二
日
松
方
・
山
田
・
西
郷
が
集
ま
っ
て
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
開
い
た
非
公
式
会
議
で
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
は
、
前
夜
山
県
と
山
田
の
間
で
話
し
合
わ
れ
た
山
田
案
、
そ
れ
に
、
「
批
准
拒
絶
之
按
」
の
二
案
が
提
出
さ
れ
た
。
批
准
拒
絶
方
針
に
対
置

さ
れ
た
山
田
の
方
針
と
は
、
一
一
月
四
日
の
三
条
宛
書
簡
（
『
書
伝
』
四
）
で
井
上
毅
が
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
次
の
よ
う
な
修
正
要
求
提
起
方

針
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
①
公
文
（
外
国
入
裁
判
官
任
用
と
法
典
交
付
の
約
束
）
取
消
、
②
領
事
裁
判
継
続
の
五
年
間
は
不
動
産
所
有
を
不
許
可
と
し

て
内
地
通
商
の
み
に
と
ど
め
る
、
③
外
国
人
の
身
体
・
財
産
保
護
は
「
法
律
ノ
範
囲
内
」
に
限
定
す
る
、
以
上
三
点
な
く
し
て
条
約
実
施
は
困

難
で
あ
る
と
の
照
会
公
文
を
発
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
二
月
一
〇
日
「
将
来
外
交
ノ
政
略
」
の
う
ち
修
正
要
求
提
起
方
針
を
示
す
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「
意
見
書
撮
要
」
の
原
型
が
、
こ
こ
に
見
て
取
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
山
田
の
手
元
書
夢
中
に
残
る
メ
モ
に
は
、
批
准
拒
絶
を
前
提
と
す
る
ロ
エ
ス
ラ
ー
や
井
上
毅
ら
の
意
見
に
山
田
が
慎
重
で
あ
っ
た
理
由
が
記

さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
「
一
、
従
来
我
国
ノ
為
メ
尽
力
シ
タ
ル
人
ノ
面
目
ヲ
損
ス
ル
事
」
「
二
、
或
国
ノ
好
意
ヲ
水
泡
二
言
セ
シ
ム
ル
事
」
の
よ

う
な
国
家
的
な
信
用
失
墜
や
、
「
三
、
我
国
ノ
位
置
ヲ
退
却
セ
シ
ム
ル
事
」
等
の
よ
う
に
改
正
交
渉
が
決
定
的
に
後
退
す
る
こ
と
へ
の
危
惧
が

そ
れ
で
、
そ
の
結
果
、
逆
に
列
国
や
そ
の
国
民
が
こ
れ
に
乗
じ
連
合
し
て
威
圧
的
な
態
度
に
立
ち
戻
っ
た
り
（
「
四
」
）
、
ひ
い
て
は
現
内
閣
下

総
辞
職
な
ど
の
責
任
問
題
が
拡
大
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
た
（
修
正
後
の
「
六
」
）
。

　
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
山
田
は
＝
月
一
〇
日
に
相
次
い
で
提
出
を
受
け
た
伊
東
ら
の
甲
・
乙
案
を
そ
の
ま
ま
採
用
で
き
な
か
っ
た
と
み
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
上
記
①
～
③
の
要
求
が
承
認
さ
れ
た
ら
修
正
し
て
批
准
を
行
う
と
い
う
「
変
例
批
准
」
を
め
ざ
す
閣
議
案
の
起
草
を
、
山
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

は
新
た
に
伊
東
に
命
じ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
方
針
は
直
ち
に
井
上
毅
か
ら
の
批
判
を
受
け
伊
東
も
こ
れ
を
引
き
延
ば
し
た
よ
う
で
あ
る
。

＝
月
～
九
日
に
な
っ
て
も
伊
東
は
山
田
の
督
促
に
対
し
、
「
変
例
批
准
」
の
先
例
が
見
つ
か
ら
ず
「
難
渋
」
し
て
い
る
と
弁
解
し
、
よ
う
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

く
こ
の
日
お
そ
く
、
自
分
と
し
て
は
推
さ
な
い
こ
と
を
強
調
し
つ
つ
「
丙
案
」
を
差
し
出
し
て
い
る
。
井
上
馨
が
延
引
を
重
ね
て
品
川
に
帰
着

し
た
の
は
、
こ
の
一
九
日
差
昼
す
ぎ
で
あ
っ
た
（
翌
日
付
百
旦
）
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
点
で
は
、
批
准
拒
絶
を
企
図
す
る
甲
・
乙
両
案
と
、

「
変
例
批
准
」
の
丙
案
が
出
揃
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
そ
の
ど
ち
ら
も
が
い
ま
だ
決
め
手
を
欠
く
状
態
だ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
こ
の
対
立
状
態
は
ど
の
よ
う
な
調
整
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
三
〉
　
井
上
馨
の
帰
京

　
井
上
毅
・
伊
東
ら
が
恐
れ
て
い
た
よ
う
に
、
井
上
馨
の
帰
京
は
、
山
田
ら
の
修
正
要
求
提
起
・
「
変
声
批
准
」
の
方
向
へ
と
、
政
局
の
流
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
帰
京
直
後
か
ら
山
県
も
含
め
広
い
範
囲
と
の
協
議
を
重
ね
て
ま
と
ま
っ
た
井
上
馨
の
見
解
は
、
原
案
を
伊
東
に
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

草
さ
せ
た
井
上
名
義
の
長
大
な
「
意
見
書
」
に
明
瞭
で
あ
る
。
冒
頭
で
明
治
四
年
岩
倉
使
節
団
出
発
以
来
の
条
約
改
正
交
渉
の
沿
革
に
つ
い
て
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略
述
し
た
後
、
意
見
書
は
大
隈
交
渉
に
触
れ
、
「
中
止
断
行
ノ
共
二
困
難
ナ
ル
理
由
」
を
弁
じ
て
い
る
。
井
上
は
大
隈
案
断
行
に
つ
い
て
、
障

害
が
多
い
こ
と
を
認
め
る
。
し
か
し
、
前
者
即
ち
中
止
論
に
つ
い
て
は
、
よ
り
徹
底
的
な
批
判
が
展
開
さ
れ
る
。

　
「
別
冊
甲
乙
両
案
ヲ
反
復
熟
読
」
し
た
と
こ
ろ
、
「
批
准
ヲ
拒
ム
ハ
国
家
ノ
固
有
権
」
で
は
あ
る
が
「
列
国
二
対
シ
テ
我
国
国
威
ヲ
墜
シ
国

信
ヲ
失
フ
ノ
虞
」
が
あ
る
。
従
来
日
本
は
、
「
外
内
相
済
フ
テ
長
足
ノ
進
歩
ヲ
成
サ
ン
ト
」
し
て
き
た
の
に
、
「
遽
二
我
ヨ
リ
圭
角
ヲ
顕
ハ
シ
テ

ニ
十
年
来
ノ
宏
図
ヲ
捨
テ
、
既
二
島
隠
ル
ノ
情
誼
ヲ
破
ル
モ
果
シ
テ
我
二
於
テ
惜
ム
所
ナ
シ
ト
セ
ハ
復
何
ヲ
馬
脚
ハ
ン
」
。
結
局
甲
乙
案
は
、

「
国
家
ノ
大
計
ヲ
謬
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
を
選
ん
で
し
ま
え
ば
、
ど
う
な
る
か
。
「
縦
令
ヒ
一
時
幸
ニ
シ
テ
其
害
ヲ
見
サ
ル
コ
ト
ヲ

得
ル
モ
、
早
晩
其
返
報
ヲ
承
ケ
、
或
ハ
異
日
我
ヨ
リ
重
ネ
テ
条
約
改
正
ノ
要
求
ヲ
為
ス
ニ
及
ン
テ
、
彼
レ
単
方
点
鼻
外
二
措
テ
復
古
ヲ
顧
ミ
ス
、

其
甚
シ
キ
ニ
至
テ
ハ
争
覇
ノ
公
使
ヲ
召
還
シ
領
事
ヲ
シ
テ
其
任
ヲ
兼
ネ
シ
メ
、
我
国
ヲ
以
テ
朝
鮮
ト
同
一
視
ス
ル
カ
如
キ
挙
動
ヲ
ナ
サ
ン
モ
亦

知
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
。

　
前
述
し
た
山
田
の
危
惧
に
沿
っ
て
批
准
拒
絶
を
目
的
と
す
る
甲
乙
案
は
真
っ
向
か
ら
否
定
さ
れ
、
「
二
十
年
来
」
の
「
進
歩
」
の
方
針
堅
持

が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
彼
が
推
し
た
方
針
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
れ
は
、
「
畢
童
善
後
ノ
策
詳
説
マ
テ
修
正
ヲ
要
求
ス
ル
存
在
リ
」
、

「
但
シ
」
や
む
を
え
な
い
場
合
に
至
っ
て
は
じ
め
て
、
重
大
な
決
意
を
持
っ
て
批
准
拒
絶
も
あ
り
う
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

（
1
）
「
先
ツ
英
伊
両
国
ノ
公
使
ト
会
同
商
議
」
し
て
「
鄭
重
平
穏
二
」
修
正
を
求
め
る
。
そ
し
て
（
2
）
「
同
時
二
曲
ノ
既
二
調
印
ヲ
経
タ
ル

国
二
対
シ
テ
簡
単
ナ
ル
公
文
ヲ
発
シ
、
〔
中
略
〕
暫
ク
其
実
施
ノ
猶
予
ヲ
求
ム
ル
ノ
意
ヲ
通
知
ス
ヘ
シ
」
、
た
だ
し
、
こ
の
公
文
は
調
印
済
み
条

約
を
「
依
然
他
日
二
存
続
セ
シ
メ
サ
ル
ノ
余
地
ヲ
占
ム
ル
ヲ
要
ス
」
。
（
3
）
「
英
公
使
ト
ノ
談
判
漸
ク
其
歩
ヲ
進
ム
ル
ニ
随
ヒ
、
亦
タ
自
余
ノ

公
使
ヲ
シ
テ
之
ヲ
窺
知
セ
シ
メ
、
不
知
不
識
ノ
問
二
現
今
ノ
困
難
ヲ
避
ケ
テ
新
二
地
歩
ヲ
占
メ
〔
中
略
〕
自
ラ
既
成
ノ
案
ヲ
モ
有
効
ナ
ラ
シ
メ

サ
ル
ノ
単
二
出
ツ
ル
ヲ
要
ス
」
。
以
上
の
三
段
階
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
「
事
実
上
彼
レ
対
方
ヲ
シ
テ
新
二
談
判
二
応
シ
タ
ル
ノ
事

　
ヲ
他
日
二
存
セ
シ
メ
ハ
、
遂
二
円
満
ナ
ル
結
局
ヲ
見
ル
ニ
至
ラ
ン
」
。

　
つ
ま
り
目
的
は
、
日
本
の
こ
こ
ま
で
得
た
地
歩
を
後
退
さ
せ
ず
に
大
隈
交
渉
を
実
質
的
に
凍
結
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
修
正
談
判
に
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相
手
が
応
じ
た
と
い
う
既
成
事
実
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
（
1
）
英
伊
へ
の
修
正
要
求
、
（
2
）
他
の
調
印
済
国
に
猶
予
を
求
め
、

独
・
露
に
は
そ
の
内
容
も
通
知
す
る
、
（
3
）
新
談
判
を
「
窺
知
」
せ
し
め
て
、
大
隈
交
渉
凍
結
・
棚
上
げ
を
既
成
事
実
化
す
る
、
と
い
う
三

段
階
が
、
井
上
馨
に
よ
る
収
拾
策
の
骨
子
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
山
田
の
修
正
要
求
提
起
・
「
変
例
批
准
」
方
針
に
欠
け
て
い
た
具
体
的
方
策

を
補
い
、
そ
れ
に
伴
う
で
あ
ろ
う
困
難
　
　
国
際
的
信
用
失
墜
、
再
談
判
へ
の
障
害
、
先
方
か
ら
の
過
酷
な
要
求
へ
の
危
惧
、
等
I
I
を
回
避

し
て
、
議
会
を
含
む
国
内
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
ら
れ
る
条
件
で
将
来
の
交
渉
に
糸
口
を
残
す
展
望
を
開
く
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
、
こ
の
意

見
を
う
け
て
、
収
拾
策
は
ど
の
よ
う
に
決
着
し
た
の
か
。

（
四
）
　
「
将
来
外
交
ノ
政
略
」
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
井
上
馨
の
意
見
書
は
、
一
一
月
二
七
日
に
は
で
き
あ
が
り
つ
つ
あ
り
、
一
二
月
七
日
の
閣
議
に
提
出
・
検
討
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
後
藤
逓

相
病
欠
の
た
め
次
の
閣
議
に
延
引
さ
れ
た
（
「
経
過
」
六
頁
）
。
そ
し
て
～
○
日
夜
、
三
条
邸
に
お
い
て
持
た
れ
た
非
公
式
会
合
で
、
つ
い
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

応
の
結
論
が
得
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
一
〇
B
夜
も
し
く
は
翌
一
一
日
の
閣
議
に
は
今
度
は
松
方
蔵
相
の
病
欠
が
あ
っ
た
が
、
往
訪
し
た

西
郷
陸
相
に
松
方
が
欠
席
の
ま
ま
の
開
議
を
要
請
し
た
た
め
、
こ
こ
で
「
前
キ
ニ
粗
々
内
決
シ
タ
ル
甲
案
井
二
乙
案
ト
井
上
農
商
務
大
臣
ノ
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

見
」
が
議
さ
れ
た
（
同
七
頁
）
。
そ
し
て
、
＝
日
午
後
、
三
条
・
山
県
・
西
郷
・
井
上
、
そ
れ
に
あ
る
い
は
伊
藤
も
加
わ
っ
て
参
内
し
、
「
甲

案
ト
井
上
大
臣
ノ
意
見
二
付
」
井
上
馨
が
上
奏
し
た
（
同
一
一
一
二
三
頁
）
。
こ
れ
が
、
そ
の
ま
ま
翌
一
一
一
日
目
裁
可
を
う
け
た
「
将
来
外
交
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

政
略
」
と
よ
ば
れ
る
閣
議
決
定
文
書
で
あ
る
。
こ
の
経
過
か
ら
す
れ
ば
、
決
定
の
内
容
は
井
上
馨
意
見
書
の
線
だ
け
で
ま
と
ま
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
。
し
か
し
、
「
将
来
外
交
ノ
政
略
」
は
周
知
の
よ
う
に
二
つ
の
文
書
か
ら
成
り
、
そ
れ
ら
は
見
て
き
た
よ
う
に
批
准
拒
絶
派
・
修
正
要

求
提
起
派
の
意
見
を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

　
こ
の
閣
議
決
定
の
直
前
、
一
二
月
初
頭
の
時
点
で
政
府
は
い
ま
だ
意
見
統
一
を
み
て
い
な
か
っ
た
。
＝
一
月
三
日
付
井
上
馨
宛
書
簡
で
山
県

は
、
二
日
の
会
議
は
「
松
方
ノ
按
」
が
「
一
種
の
拒
絶
按
」
で
あ
る
た
め
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
と
述
べ
、
「
後
藤
ト
相
約
シ
置
候
爵
午
後
頃
よ
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り
ハ
罷
出
猶
意
見
開
陳
篤
と
御
教
示
相
丁
度
」
と
調
整
に
奔
走
し
て
い
る
（
「
井
上
馨
文
書
」
五
七
八
1
5
）
。
つ
ま
り
、
こ
こ
ま
で
見
た
井
上
馨

意
見
書
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
、
一
二
月
七
日
に
予
定
さ
れ
一
〇
日
夜
開
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
閣
議
は
、
甲
・
乙
案
特
に
乙
案
の
批
准
拒
絶
方

針
を
主
張
す
る
松
方
ら
と
、
こ
れ
を
正
面
か
ら
批
判
し
て
修
正
要
求
提
起
を
基
本
線
に
と
主
張
す
る
井
上
馨
ら
と
の
、
意
見
調
整
の
場
と
し
て

設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
文
書
の
う
ち
、
「
意
見
書
撮
要
」
は
井
上
馨
意
見
書
の
甲
・
乙
案
排
撃
が
割
愛

さ
れ
て
修
正
要
求
提
起
の
具
体
策
を
中
心
に
抜
粋
さ
れ
て
お
り
、
他
方
、
甲
・
乙
案
の
方
で
は
批
准
拒
絶
に
特
化
し
た
乙
案
が
抹
殺
さ
れ
て
、

修
正
要
求
の
上
で
の
批
准
拒
絶
を
主
張
す
る
甲
案
の
み
が
「
閣
議
案
」
と
題
し
て
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
残
さ
れ
た
甲
案
に

つ
い
て
も
、
「
丙
案
」
に
定
式
化
さ
れ
た
「
変
則
批
准
」
方
式
が
組
み
込
ま
れ
、
「
修
正
要
求
」
の
側
面
が
拡
大
し
た
も
の
に
大
幅
に
書
き
換
え

　
　
　
　
⑳

ら
れ
て
い
る
。
残
さ
れ
た
「
閣
議
案
」
文
中
の
、
「
満
足
ナ
ル
結
局
ヲ
見
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ニ
及
ン
テ
ハ
我
ヨ
リ
条
約
批
准
ヲ
拒
否
ス
ル
ノ
外

ナ
シ
」
と
の
批
准
拒
絶
論
と
、
「
今
修
正
ヲ
求
ム
ル
ノ
尺
八
所
謂
変
例
批
准
ヲ
為
サ
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス
ル
ニ
在
リ
」
と
い
う
修
正
要
求
提
起
方
針

と
の
併
存
は
、
甲
案
に
対
し
丙
案
を
や
や
強
引
に
折
衷
し
た
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
互
に
歩
み
寄
っ
た
両
論
派
の
主
張
は
「
墜
下
柵
規
定
ノ
範
囲
内
」
と
併
記
さ
れ
、
両
者
に
共
通
す
る
枠
組
と
し
て
、
修
正
要
求

提
起
と
、
そ
れ
の
ど
う
し
て
も
容
れ
ら
れ
な
い
場
合
の
批
准
拒
絶
と
い
う
大
ま
か
な
方
向
は
文
書
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
具
体
的
な
修
正
要
求

項
目
－
外
国
人
裁
判
官
任
用
の
取
消
し
、
諸
法
典
を
外
国
に
交
付
す
る
約
束
が
国
会
開
設
で
事
実
上
不
可
能
と
な
る
こ
と
、
内
地
で
の
不
動

産
所
有
許
可
の
取
消
し
、
そ
し
て
「
将
来
外
交
ノ
政
略
」
に
い
う
「
外
国
人
ノ
取
扱
上
二
付
テ
ハ
法
律
上
又
ハ
経
済
上
内
国
人
ト
同
一
視
ス
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

コ
ト
」
の
取
消
し
、
の
四
点
一
や
修
正
要
求
談
判
を
ど
の
程
度
ま
で
進
め
る
か
と
い
っ
た
点
で
は
両
者
は
食
い
違
い
や
未
決
点
を
多
く
残
し
、

そ
れ
ら
は
実
際
の
運
用
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
将
来
外
交
ノ
政
略
」
と
は
、
両
者
の
主
張
の
こ
の
よ
う
な
妥
協
・
折
衷
の
産
物
で

あ
り
、
一
二
月
二
四
日
に
発
足
し
た
山
県
内
閣
・
青
木
外
相
の
交
渉
は
そ
も
そ
も
の
は
じ
め
か
ら
そ
う
し
た
分
裂
の
契
…
機
を
は
ら
ん
で
い
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
修
正
要
求
の
具
体
化
、
即
ち
次
節
に
み
る
「
青
木
覚
書
」
の
作
成
が
、
こ
の
両
派
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
新
内
閣
が
政

局
を
運
営
す
る
上
で
の
、
最
初
の
課
題
と
な
る
。
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（
五
）
　
「
青
木
覚
書
」
形
成
を
め
ぐ
る
薦
藤

　
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
二
月
二
八
日
付
け
で
、
イ
ギ
リ
ス
等
締
約
諸
国
に
対
し
、
共
通
の
覚
書
（
以
下
、
「
青
木
覚
書
」
と
す
る
）
が
交
付

さ
れ
た
。
青
木
が
自
ら
和
文
・
英
文
の
覚
書
中
暑
を
整
え
、
山
県
首
相
に
提
出
し
た
同
年
一
月
中
旬
以
後
、
二
月
二
八
日
付
の
最
終
案
手
交
に

い
た
る
ま
で
、
枢
密
院
書
記
官
長
伊
東
巳
代
治
が
し
ば
し
ば
異
議
を
さ
し
は
さ
み
修
正
を
要
求
し
た
、
と
坂
根
氏
は
指
摘
し
て
い
る
（
坂
根
前

掲
書
、
＝
八
～
＝
一
一
頁
）
。
そ
れ
は
、
①
一
月
一
七
～
一
九
B
頃
の
口
頭
及
び
書
面
に
よ
る
「
外
務
省
初
案
」
へ
の
意
見
、
②
一
月
二
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
ら
三
日
間
小
田
原
に
伊
藤
博
文
を
訪
問
し
て
相
談
の
上
で
山
県
に
送
付
し
た
「
和
英
両
軸
」
及
び
二
月
一
日
に
首
相
宮
邸
で
の
再
検
討
、
③

青
木
に
よ
る
再
修
正
案
の
二
月
五
日
夜
に
お
け
る
検
討
、
④
二
月
八
日
目
一
応
の
閣
議
決
定
を
み
た
青
木
覚
書
「
確
定
案
」
に
対
す
る
＝
ハ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

付
の
詳
細
な
「
条
約
改
正
野
付
伊
東
巳
代
治
覚
書
」
、
の
都
合
四
回
に
及
ぶ
。
氏
は
こ
の
過
程
に
お
け
る
伊
東
の
動
機
を
論
理
性
を
欠
い
た
感

情
的
な
妨
害
と
み
る
（
坂
根
前
掲
書
、
一
二
〇
頁
）
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
、
伊
東
に
と
っ
て
「
修
正
ヲ
要
求
ス
ル
点
ハ
一
転
シ
テ
批
准
ヲ
拒

ム
ノ
理
由
ト
ナ
ル
」
も
の
で
あ
り
（
明
治
二
二
年
＝
一
月
一
〇
日
「
閣
議
案
」
）
、
し
た
が
っ
て
修
正
要
求
は
で
き
る
だ
け
過
大
で
あ
る
べ
き
で
あ

っ
た
。
こ
の
意
味
で
伊
東
の
姿
勢
は
、
批
准
拒
絶
路
線
で
一
貫
し
て
い
た
こ
と
を
、
二
月
一
六
日
付
の
前
述
伊
東
意
見
書
に
見
て
み
よ
う
。

　
伊
東
は
ま
ず
外
国
人
裁
判
官
任
用
要
求
の
修
正
を
提
起
す
る
理
由
と
し
て
、
実
施
期
限
の
切
迫
で
は
な
く
、
こ
の
任
用
要
求
を
含
む
「
大
隈

伯
ノ
条
約
が
世
上
人
心
ヲ
激
昂
」
さ
せ
た
と
い
う
点
を
強
調
し
、
次
い
で
法
典
を
交
付
す
る
こ
と
は
議
会
開
設
の
た
め
に
確
約
で
き
な
い
と
の

青
木
覚
書
「
確
定
案
」
の
議
論
は
、
そ
も
そ
も
法
典
交
付
の
確
約
そ
の
も
の
か
ら
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
。
ま
た
、
不
動
産
所
有

権
の
許
可
を
、
居
留
地
で
現
に
付
与
さ
れ
て
い
る
永
代
借
地
権
と
引
き
替
え
に
与
え
る
も
の
に
限
る
と
い
う
青
木
覚
書
「
確
定
案
」
に
関
し
、

そ
の
点
を
約
す
る
こ
と
さ
え
も
よ
け
い
な
譲
歩
だ
と
難
じ
る
。
さ
ら
に
、
同
「
確
定
案
」
が
「
外
国
人
の
権
利
」
の
制
御
と
い
う
広
漠
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
マ
マ
ー
引
用
者
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愈

目
的
を
掲
げ
る
な
ら
ば
「
行
政
及
警
察
二
関
ス
ル
法
律
勅
令
並
二
特
種
ノ
権
利
ニ
シ
テ
、
諸
外
国
人
一
般
二
適
用
ス
ベ
キ
モ
ノ
」
し
か
そ
の
手

段
を
ふ
り
あ
て
な
い
の
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
、
む
し
ろ
「
法
律
命
令
」
の
種
別
を
限
定
せ
ず
に
お
く
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
つ
ま
り
伊
東
は
、
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強
硬
な
「
世
上
人
心
」
の
方
に
与
し
て
大
隈
交
渉
に
反
対
の
立
場
に
政
府
を
置
こ
う
と
し
、
不
動
産
所
有
権
問
題
に
つ
い
て
そ
の
許
与
如
何
を

徹
頭
徹
尾
日
本
の
立
法
権
の
み
に
よ
る
措
置
に
固
執
し
、
さ
ら
に
外
国
人
の
権
利
を
製
介
し
得
る
日
本
の
法
令
の
範
囲
を
極
力
広
げ
て
お
く
こ

と
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
そ
し
て
実
際
、
こ
の
二
月
八
日
の
青
木
覚
書
「
確
定
案
」
に
対
し
、
伊
東
の
こ
の
議
論
に
沿
っ
て
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
不
動
産
所
有
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
関
し
て
の
影
響
は
少
な
か
っ
た
が
、
「
外
国
人
の
権
利
」
の
制
御
に
つ
い
て
は
大
隈
条
約
「
第
二
条
ノ
来
尾
」
に
付
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

前
段
に
引
用
し
た
文
言
が
「
行
政
及
ヒ
警
察
事
項
二
関
ス
ル
国
ノ
主
権
二
葉
ク
所
ノ
法
律
勅
令
及
ヒ
特
種
ノ
規
定
ニ
シ
テ
現
二
実
施
シ
若
ク
ハ

将
来
制
定
シ
且
諸
外
国
人
一
般
二
適
用
ス
ヘ
キ
モ
ノ
」
と
変
更
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
も
し
こ
の
点
で
修
正
要
求
が
容
れ
ら
れ
た
場
合
、
「
行
政

及
ヒ
警
察
事
項
」
に
関
す
る
外
国
人
の
権
利
を
い
か
よ
う
に
も
制
限
し
う
る
立
法
権
を
、
「
将
来
」
ど
の
時
点
に
お
い
て
も
日
本
政
府
は
明
示

的
に
掌
握
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
二
月
一
六
日
付
意
見
書
の
こ
れ
ら
の
主
張
は
、
二
月
一
日
時
点
の
も
の
と
み
ら
れ
る
伊
東
独
自
案
に
既
に
具

　
　
　
　
　
　
⑲

現
化
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
主
張
に
は
強
い
一
貫
性
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
こ
の
点
に
お
け
る
修
正
要
求
は
き
わ
め
て
広
範
な
も
の
に
膨
張
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

日
英
間
の
障
害
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
伊
東
は
、
青
木
覚
書
「
確
定
案
」
全
体
に
わ
た
り
、
そ
の
要
求
を
極
力
広
範
な
も
の
に

す
る
よ
う
主
張
し
て
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
修
正
要
求
を
な
る
べ
く
小
さ
く
抑
え
よ
う
と
す
る
青
木
と
、
な
る
べ
く
つ
り
上
げ
よ
う
と
す
る
伊
東
の
意
見
双
方
を
、
山

県
は
極
力
吐
露
さ
せ
て
「
青
木
覚
書
」
を
遺
漏
な
い
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
、
「
将
来
外
交
ノ
政
略
」
成
立
の
経
緯
と
ほ
ぼ
同
様
の

合
意
形
成
過
程
の
再
演
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
際
、
改
正
完
遂
へ
の
積
極
姿
勢
が
持
続
し
て
い
る
こ
と
を
列
国
へ
示
す
上
で
の
時
間
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

制
約
を
山
県
は
強
く
意
識
し
て
お
り
、
結
果
的
に
こ
れ
が
青
木
を
助
け
て
、
伊
東
の
意
見
が
貫
徹
す
る
範
囲
は
限
定
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。

し
か
し
、
英
政
府
対
案
に
直
面
し
た
こ
の
年
秋
以
降
、
「
対
等
条
約
」
を
呼
号
す
る
国
権
主
義
的
主
張
が
予
想
さ
れ
る
議
会
の
開
会
が
迫
る
な

か
で
、
辛
う
じ
て
「
青
木
覚
書
」
決
定
版
の
正
式
交
付
を
可
能
に
し
た
山
県
の
判
断
は
、
別
の
方
向
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

　
①
山
口
県
に
い
た
井
上
馨
農
商
務
相
、
伊
藤
博
文
枢
密
院
議
長
（
一
〇
月
三
〇
日
　
　
辞
職
聴
許
）
を
除
く
。
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②
と
も
に
一
〇
月
二
四
B
付
松
方
宛
毅
書
簡
（
呪
毅
伝
輪
四
）
に
よ
る
。
ま
た
、

　
一
〇
月
二
二
日
の
元
田
宛
書
簡
中
に
は
「
実
施
廷
期
と
批
准
拒
否
、
即
改
正
延
期

　
と
の
問
触
点
大
差
あ
る
事
」
と
あ
り
、
山
県
内
相
に
示
さ
れ
た
井
上
の
意
見
轡

　
（
控
）
は
、
『
毅
伝
臨
二
、
…
一
一
曇
　
号
文
書
に
見
え
る
。

③
二
五
日
付
艸
上
宛
山
田
書
簡
（
『
毅
伝
㎞
五
）
。

④
一
〇
月
二
七
日
付
三
条
宛
井
上
毅
書
簡
（
『
毅
伝
血
斑
）
。

⑤
大
隈
遭
難
直
後
、
政
府
系
英
字
新
聞
で
あ
る
蜜
9
p
《
艶
の
主
筆
兼
社
主
ブ

　
リ
ン
タ
リ
ー
（
頃
．
じ
ヴ
「
ぎ
臨
Φ
《
）
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
今
回
之
出
来
事

　
に
付
、
総
て
の
外
国
人
の
説
は
、
此
上
は
政
府
も
断
然
戒
厳
令
を
布
く
迄
も
大
隈

　
を
保
護
す
べ
き
筈
な
り
。
足
の
無
い
大
隈
を
追
出
し
て
は
非
常
に
外
国
之
感
情
を

　
損
な
ふ
べ
し
」
（
一
〇
月
二
二
日
付
井
上
馨
宛
斎
藤
修
一
郎
轡
簡
、
「
井
上
馨
文

　
書
扁
一
五
六
1
6
）
。
斎
藤
は
当
時
農
商
務
局
長
で
外
務
省
時
代
か
ら
の
井
上
馨

　
の
腹
心
。

⑥
遭
難
当
初
の
見
込
み
で
は
、
三
週
間
程
度
で
全
快
と
み
ら
れ
て
い
た
（
一
〇
月

　
一
九
日
付
『
報
知
』
夕
刊
）
。
し
か
し
、
一
ヶ
月
を
経
過
し
た
＝
月
一
九
日
時

　
点
に
な
る
と
、
あ
と
二
・
三
週
間
は
か
か
り
、
「
全
快
の
見
込
み
最
始
の
如
く
速

　
な
ら
す
」
と
変
化
し
て
い
る
（
同
日
付
『
報
知
臨
社
説
）
。

⑦
｝
○
月
二
五
日
付
井
上
毅
宛
山
田
書
簡
（
噸
毅
伝
魅
四
）
。

⑧
～
○
旦
＝
二
日
付
井
上
毅
宛
山
県
書
簡
（
噸
毅
伝
匝
五
）
。

⑨
　
　
～
○
月
一
工
ハ
日
付
井
卜
湘
馨
宛
由
謝
県
警
篇
簡
凹
（
門
井
上
馨
文
誉
」
五
七
七
）
。

⑩
　
一
一
月
六
巳
付
記
日
日
隔
。
ま
た
こ
の
間
井
上
毅
は
、
地
元
熊
本
出
身
の
国
権

　
主
義
者
佐
々
友
房
に
、
表
立
っ
た
動
き
を
見
合
わ
せ
て
書
簡
の
文
言
に
も
注
意
を

　
払
い
「
快
」
の
字
を
避
け
る
よ
う
忠
告
し
て
い
る
（
一
〇
月
二
三
目
付
、
『
毅
伝
騒

　
四
）
Q

⑪
拙
稿
b
で
は
、
井
上
毅
に
よ
り
ロ
エ
ス
ラ
ー
の
あ
る
意
見
書
が
改
作
さ
れ
た
可

　
能
性
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
一
二
件
の
意
見
書
に
は
ド
イ
ツ
語
原
本
が
残
っ
て
お
り

　
（
前
掲
『
近
代
日
本
法
制
史
料
集
』
六
、
昭
和
五
八
年
、
脚
～
麗
号
文
書
）
、
信

　
愚
性
に
疑
い
は
さ
し
は
さ
め
な
い
。

⑫
＝
月
四
日
付
三
条
宛
井
上
書
簡
（
蝿
毅
伝
隔
四
）
及
び
同
日
付
井
上
宛
三
条

　
書
簡
（
『
毅
伝
㎞
五
）
。
伊
東
と
と
も
に
井
上
毅
も
ま
た
こ
の
「
照
会
文
案
」
の
起

　
草
に
携
わ
っ
た
（
一
一
月
七
日
井
上
藍
子
山
県
書
簡
、
『
毅
伝
腕
五
）
。
欄
毅
伝
㎞

　
二
、
二
＝
二
号
文
書
の
う
ち
、
〔
一
〕
の
甲
案
は
、
伊
東
が
起
草
し
井
上
が
添
削

　
し
た
も
の
と
筆
跡
か
ら
判
断
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
間
の
甲
・
乙
（
及
び

　
後
出
の
丙
）
案
や
そ
れ
に
附
帯
す
る
照
会
文
案
は
、
前
述
帰
化
法
問
題
に
関
す
る

　
過
程
と
同
じ
く
、
井
上
毅
と
伊
東
巳
代
治
の
共
同
作
業
の
産
物
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

⑬
門
別
書
照
会
文
按
」
に
つ
き
来
訪
を
請
う
書
簡
が
残
っ
て
い
る
（
二
月
七
日

　
付
井
上
毅
宛
山
県
書
簡
『
毅
伝
瞼
四
）
。

⑭
＝
月
　
○
日
付
山
田
宛
伊
東
書
簡
（
鴨
山
田
一
二
）
に
、
「
先
刻
甲
案
差
出
置

　
候
処
、
〔
中
略
〕
溺
紙
乙
案
ハ
単
純
二
撹
准
拒
絶
之
方
法
を
採
り
、
却
而
良
策
な

　
ら
ん
と
存
候
」
と
あ
る
。

⑮
俘
東
の
手
元
に
残
さ
れ
た
山
田
へ
の
乙
案
送
状
（
「
雑
纂
ご
八
七
頁
）
に
は
、

　
伊
東
が
門
一
己
の
卑
見
を
以
て
尚
も
別
紙
乙
案
内
認
め
」
と
あ
り
、
そ
の
独
走
ぶ

　
り
が
わ
か
る
。

⑯
二
月
三
日
付
百
日
㎞
『
報
知
』
等
所
載
の
神
戸
電
。

⑰
＝
月
五
日
付
（
魍
毅
伝
睡
五
）
。

⑱
例
え
ば
『
日
日
』
二
月
七
～
九
日
付
、
『
報
知
』
八
日
付
夕
刊
、
『
日
本
臨

　
五
・
七
日
付
。

⑲
彼
の
帰
京
直
前
に
は
次
の
よ
う
な
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
コ
条
約
改
正
之

　
始
末
を
付
く
る
者
は
唯
井
上
の
み
。
二
　
将
に
組
織
せ
ん
と
す
る
所
の
内
閣
は
、

　
其
総
理
大
臣
の
条
公
た
る
と
山
県
た
る
と
〔
中
略
〕
を
問
は
す
、
其
実
井
上
内
閣

　
な
り
。
三
　
要
す
る
に
外
国
人
の
眼
よ
り
見
る
と
き
は
日
本
人
中
唯
だ
井
上
一
人

　
あ
る
の
み
」
（
一
｝
月
～
九
日
付
井
上
馨
宛
斎
藤
書
簡
、
「
井
上
馨
文
轡
」
一
五
六

　
一
7
）
。

⑳
三
条
・
山
県
は
欠
席
（
同
日
付
山
田
宛
山
県
書
簡
、
『
山
里
一
、
二
一
七
・
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二
一
八
頁
）
。

⑳
　
　
『
山
田
㎞
七
、
一
〇
号
文
書
「
条
約
改
正
二
関
ス
ル
秘
書
断
片
」
中
の
チ
「
対

　
外
処
分
三
策
」
。

⑫
　
＝
月
＝
百
山
田
宛
井
上
毅
書
簡
（
『
経
伝
輪
四
）
。

⑬
　
一
一
月
一
九
日
付
山
田
宛
伊
東
書
簡
（
『
山
田
』
二
、
一
　
六
五
号
）
に
は
「
大

　
二
延
5
1
、
為
其
態
々
御
使
を
奉
煩
恐
慷
之
至
奉
存
候
、
〔
中
略
〕
今
よ
り
三
時
聞

　
之
内
二
尊
邸
防
塁
差
出
候
問
扁
云
々
と
あ
る
。

⑳
　
一
一
月
一
九
日
付
山
田
宛
伊
東
書
簡
（
『
山
田
師
二
、
二
六
六
こ
口
。
同
害
簡
・

　
丙
案
の
草
稿
が
「
雑
纂
二
」
一
〇
八
～
一
一
八
頁
に
あ
る
。

㊧
　
た
と
え
ば
、
山
県
は
一
九
日
早
速
井
上
馨
を
訪
ね
て
い
る
（
一
一
月
二
〇
日
付

　
三
条
宛
山
県
書
簡
、
「
三
条
家
文
書
」
三
四
七
1
8
）
。
な
お
、
他
方
で
井
上
馨
は
、

　
デ
ニ
ソ
ン
（
頃
．
U
①
巳
ω
8
、
外
務
省
顧
問
）
・
ア
ー
ウ
ィ
ン
（
即
≦
．
H
暑
ぎ
、
駐

　
日
ハ
ワ
イ
公
使
）
ら
旧
知
の
外
国
人
外
交
関
係
者
か
ら
意
見
を
求
め
た
も
の
と
み

　
ら
れ
、
着
京
早
々
斎
藤
か
ら
次
の
ア
ー
ウ
ィ
ン
の
伝
言
を
受
け
て
い
る
。
「
井
上

　
に
告
げ
よ
、
方
針
を
極
む
る
前
予
め
デ
ニ
ソ
ン
と
余
と
の
意
見
を
聞
け
と
。
加
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
ロ

　
ヲ
ノ
ー
ル
」
と
コ
ン
フ
ヰ
デ
ン
ス
」
を
維
持
し
つ
々
結
局
を
付
く
る
単
簡
な
る
王

　
道
《
シ
ン
プ
ル
、
ロ
ヤ
ル
ロ
ー
ド
》
は
、
デ
ニ
ソ
ン
已
に
考
按
あ
り
。
此
の
考
按

　
に
依
て
処
分
せ
ぱ
、
聖
王
を
取
消
し
将
来
を
善
後
す
る
こ
と
疑
あ
る
こ
と
な
し
」

　
（
本
章
（
註
⑲
）
の
斎
藤
書
簡
）
。
こ
こ
か
ら
み
て
、
井
上
馨
意
見
書
の
白
眉
で

　
あ
る
修
正
要
求
提
起
の
具
体
策
は
、
デ
ニ
ソ
ン
に
由
来
す
る
可
能
性
が
高
い
。
も

　
し
そ
う
な
ら
ば
、
井
上
馨
の
示
し
た
混
乱
収
拾
へ
の
道
筋
は
、
彼
の
培
っ
て
き
た

　
外
交
界
に
お
け
る
豊
窟
な
人
脈
の
賜
物
で
あ
っ
た
、
と
い
え
よ
う
。

⑳
「
三
条
家
文
書
」
五
ニ
ー
！
3
「
条
約
改
正
備
付
意
見
書
偏
。
「
雑
纂
二
」
（
二
四

　
～
四
八
頁
）
の
「
井
上
農
商
三
大
臣
ノ
意
見
書
」
は
、
そ
の
起
草
段
階
の
も
の
と

　
思
わ
れ
る
。
な
お
、
前
述
し
た
山
田
の
「
丙
案
」
も
含
め
、
自
身
の
推
す
甲
・
乙

　
案
に
対
置
さ
れ
る
意
見
轡
を
伊
東
が
起
筆
す
る
の
は
奇
異
に
見
え
る
が
、
甲
・
乙

　
案
に
し
て
も
形
と
し
て
は
山
県
ら
の
依
頼
に
よ
っ
て
お
り
、
伊
東
は
立
場
上
断
れ

　
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑳
　
＝
月
二
七
日
付
伊
藤
門
松
方
書
簡
に
「
今
朝
も
井
上
伯
見
込
樹
齢
夜
中
に
相

　
運
ひ
候
様
是
又
談
合
仕
置
付
」
と
あ
る
（
噸
伊
藤
』
七
）
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
一

　
二
月
六
日
、
「
遷
延
二
相
成
候
外
交
方
針
一
条
耳
付
而
は
最
早
整
調
候
問
」
閣
員

　
の
意
見
を
聴
取
さ
れ
た
い
旨
、
井
上
馨
は
一
二
条
に
申
し
送
っ
た
（
「
三
条
家
文
書
」

　
一
七
九
一
3
4
）
。

幽
　
一
二
月
～
○
日
付
の
会
合
の
記
録
は
、
「
経
過
」
に
は
な
い
。
し
か
し
『
日
日
隔

　
一
二
月
一
皿
日
付
に
よ
れ
ば
、
午
前
一
～
時
頃
参
集
見
合
わ
せ
と
な
っ
た
か
わ
り

　
に
、
「
三
条
邸
に
て
私
の
会
議
〕
が
あ
っ
た
と
い
う
。
一
二
日
付
同
紙
記
事
で
は
、

　
一
｝
日
閣
議
は
松
方
以
外
の
閣
僚
総
出
に
よ
る
本
格
審
議
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、

　
本
格
審
議
は
～
○
日
夜
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

⑳
　
「
経
過
」
は
、
～
時
に
三
合
目
山
県
・
井
上
馨
・
西
郷
が
参
内
し
た
と
す
る

　
（
～
二
頁
）
。
＝
～
月
＝
百
付
『
日
日
睡
は
、
三
大
臣
（
井
上
馨
の
出
欠
は
未

　
確
認
、
山
県
に
つ
い
て
は
あ
る
い
は
山
冊
か
、
と
す
る
）
に
加
え
一
時
半
に
伊
藤

　
宮
中
顧
問
官
も
加
わ
り
「
三
時
頃
迄
密
議
」
の
後
「
三
大
臣
一
顧
問
官
」
で
参
内

　
し
た
と
す
る
。

⑳
　
　
『
外
文
㎞
三
巻
上
収
録
の
閣
議
決
定
文
書
の
日
付
は
一
二
月
一
〇
日
に
な
っ
て

　
い
る
（
二
三
五
頁
）
。
こ
れ
は
、
　
○
日
夜
の
三
条
邸
会
議
で
こ
の
文
書
が
作
ら

　
れ
、
翌
巳
以
降
に
松
方
の
印
な
い
し
花
押
を
補
っ
て
成
っ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で

　
あ
ろ
う
。

⑳
　
と
は
い
え
、
こ
れ
は
「
変
例
批
准
」
方
針
で
起
草
さ
れ
た
丙
案
で
は
な
い
。
～

　
二
月
一
〇
B
「
閣
議
案
」
と
ほ
ぼ
同
一
の
文
書
が
門
雑
纂
二
」
に
残
さ
れ
て
い
る

　
が
（
門
伊
東
巳
代
治
起
草
闇
議
案
（
甲
、
乙
、
丙
案
）
」
八
七
～
一
一
八
頁
、
の
う

　
ち
九
〇
一
九
九
頁
）
、
表
紙
は
「
甲
案
」
と
さ
れ
て
い
る
。

⑫
　
　
「
意
見
書
撮
要
」
の
こ
の
四
項
目
に
加
え
、
＝
一
月
一
〇
日
「
閣
議
案
」
で
は

　
無
条
件
的
最
恵
国
条
款
等
を
も
修
正
の
対
象
に
含
め
て
い
る
。

⑳
　
修
正
要
求
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、
批
准
拒
絶
・
交
渉
中
断
・
交
渉
完
遂
等
の
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コ
ー
ス
選
択
を
、
ど
の
よ
う
な
規
準
で
ど
の
時
点
で
行
う
か
、
と
い
っ
た
問
題
は
、

　
「
将
来
外
交
ノ
政
略
」
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

⑭
　
山
県
、
山
田
法
相
、
青
木
、
伊
東
の
四
入
に
よ
る
。
お
そ
ら
く
一
月
二
六
日
に

　
伊
東
が
山
県
か
ら
受
け
取
っ
た
外
務
省
修
正
案
（
『
秘
書
類
纂
　
外
交
篇
㎞
上
の

　
「
条
約
改
正
二
関
ス
ル
政
府
ノ
意
見
覚
書
」
が
最
も
近
い
と
推
定
）
に
対
し
て
為

　
さ
れ
た
（
二
月
一
日
付
伊
藤
宛
伊
東
書
簡
、
㎎
伊
藤
輪
二
）
。

⑮
　
　
『
秘
書
類
纂
　
外
交
篇
睡
中
、
四
七
　
～
四
八
九
頁
。

⑯
　
　
「
確
定
案
」
と
思
わ
れ
る
史
料
（
「
雑
纂
三
」
三
〇
～
三
九
頁
、
二
月
八
日
付

　
「
覚
書
扁
）
で
は
、
こ
の
部
分
は
「
行
政
及
ヒ
警
察
権
二
関
ス
ル
法
律
勅
令
及
ヒ

　
特
種
ノ
条
例
ニ
シ
テ
諸
外
国
人
｝
産
声
適
用
ス
ヘ
キ
モ
ノ
」
で
あ
る
。

⑰
　
最
終
的
に
諸
外
国
に
交
付
さ
れ
た
「
青
木
露
塵
」
は
、
「
記
事
」
六
～
一
四
頁
、

　
「
陸
奥
文
書
」
九
三
1
1
8
、
［
三
条
家
文
書
一
三
五
一
6
に
あ
る
。

⑭
　
居
留
地
に
限
り
「
不
動
産
ノ
所
有
権
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」
と
の
規
定
は
、
二

　
月
一
四
日
・
一
八
日
の
枢
密
院
へ
の
非
公
式
説
明
の
際
、
「
一
般
二
外
国
入
ヲ
シ

　
テ
不
動
産
ヲ
所
有
セ
シ
ム
ヘ
キ
権
利
二
関
ス
ル
約
款
ノ
撤
回
」
と
書
き
換
え
ら
れ

　
た
（
坂
根
前
掲
書
、
＝
二
頁
）
。
伊
東
意
見
害
は
、
さ
ら
に
倶
し
書
「
倶
此
修

　
隅
田
〔
中
略
〕
、
一
定
ノ
区
域
内
期
限
リ
現
二
享
有
ス
ル
所
ノ
永
久
借
地
権
二
対

　
シ
テ
ハ
更
二
関
係
ヲ
及
ホ
ス
コ
ト
ナ
シ
」
の
抹
消
を
主
張
し
た
が
、
こ
れ
は
「
永

　
久
」
の
文
字
を
抹
消
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

⑲
　
　
「
雑
纂
三
」
四
二
～
四
九
頁
の
「
百
害
」
草
案
は
、
「
青
木
覚
書
］
に
関
す
る

　
他
の
案
と
か
け
離
れ
た
強
硬
な
も
の
で
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
が
前
述
②
の
過
程

　
で
伊
東
が
作
成
し
た
英
和
文
独
自
案
の
う
ち
和
文
に
あ
た
る
も
の
と
見
て
お
く
。

　
そ
の
「
第
四
」
の
項
に
は
、
「
外
国
人
ノ
取
扱
ハ
日
本
現
実
ノ
利
益
ヨ
リ
将
来
臨

　
時
二
特
別
ノ
法
律
規
則
ヲ
以
テ
之
ヲ
規
定
ス
ル
ノ
必
要
生
ス
ル
ナ
キ
ヲ
保
ス
ヘ
カ

　
ラ
ス
」
と
あ
る
。

⑳
そ
も
そ
も
外
国
人
取
り
扱
い
に
関
す
る
項
目
（
第
四
）
は
、
外
務
省
の
最
初
期

　
案
（
「
雑
纂
三
」
三
一
一
六
頁
）
で
は
「
動
眼
ノ
所
有
権
二
関
シ
」
と
い
う
極
め

　
て
狭
い
範
囲
の
権
利
を
制
限
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
限
定
は
、

　
一
月
一
九
日
か
ら
二
六
日
ま
で
の
外
務
省
に
よ
る
第
一
回
修
正
と
い
う
早
い
段
階

　
で
解
除
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
、
フ
レ
イ
ザ
ー
（
麟
．
鳴
冨
ω
㊤
）
公
使
に

　
「
青
木
覚
書
扁
を
最
終
的
に
手
交
し
た
際
、
青
木
が
こ
れ
に
長
文
の
書
簡
を
添
え

　
た
こ
と
は
周
知
だ
が
、
青
木
は
そ
こ
で
「
第
四
ノ
修
正
案
二
関
シ
テ
ハ
〔
中
略
〕

　
千
八
百
五
十
九
年
目
英
露
条
約
第
｝
条
ノ
末
項
ヲ
摘
採
シ
タ
ル
モ
ノ
」
等
と
、
覚

　
書
が
強
硬
に
わ
た
っ
た
こ
と
を
極
力
弁
明
し
て
い
る
（
『
外
文
』
三
巻
上
、
三
五

　
九
文
書
）
。
し
か
し
、
英
政
府
対
案
に
添
え
ら
れ
た
六
月
五
日
付
フ
レ
イ
ザ
i
宛

　
首
相
兼
外
相
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
（
G
。
凱
ζ
鉾
ρ
臥
ω
o
｛
ω
巴
冴
窪
H
《
）
書
簡
に
は
、
「
此

　
条
款
ハ
英
露
条
約
ノ
規
定
圧
感
ク
ト
云
フ
ト
難
ト
モ
、
該
条
款
ノ
区
域
ハ
一
慮
浩

　
潮
ニ
シ
テ
、
其
主
眼
ト
セ
ル
掻
的
ヲ
達
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル
程
度
ト
頗
ル
権
衡
ヲ
失

　
ス
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
ヘ
シ
」
と
の
指
摘
が
み
ら
れ
る
（
同
三
六
五
文
轡
附
属
書
一
）
。

⑪
　
二
月
一
七
日
付
松
方
宛
書
簡
に
「
此
際
遷
延
仕
候
て
ハ
、
自
然
物
議
を
惹
起
シ

　
候
も
難
計
扁
（
大
久
保
達
正
等
編
『
松
方
正
義
関
係
文
書
』
九
、
巌
南
堂
書
店
、

　
昭
和
六
三
年
、
一
五
四
・
一
五
五
頁
）
、
二
五
日
付
山
田
宛
書
簡
に
も
門
最
早
今

　
日
と
相
成
型
て
ハ
、
　
一
B
も
速
二
各
国
え
向
表
然
御
送
附
不
相
成
て
ハ
余
リ
遷
廷

　
二
打
過
、
政
府
之
面
目
二
も
気
候
」
（
『
山
田
㎞
㎝
、
一
九
四
頁
）
と
あ
る
。
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二
　
英
政
府
対
案
と
日
本
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
［
）
　
ガ
ビ
ン
ズ
の
提
言
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
の
方
針
転
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
七
月
五
日
付
で
手
交
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
英
政
府
対
案
一
外
国
人
裁
判
官
任
用
要
求
を
放
棄
す
る
な
ど
顕
著
な

譲
歩
を
示
す
一
が
出
現
し
た
理
由
と
し
て
は
、
周
知
の
通
り
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
計
画
が
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
き
た
。
た
し
か
に
、
青
木
外
相
自
身
そ
の
よ
う
な
極
東
情
勢
認
識
に
立
ち
、
同
年
三
月
一
五
日
付
で
「
東
亜
細
亜
列
国
之
権
衡
」
な
る
意

見
書
を
閣
僚
に
配
布
し
て
、
清
国
と
提
携
し
て
ロ
シ
ア
に
あ
た
る
国
家
戦
略
を
提
言
し
て
い
る
（
例
え
ば
「
陸
奥
文
書
」
六
七
－
工
1
1
）
。
ま
た

特
に
、
大
津
事
件
（
明
治
二
四
年
五
月
＝
日
）
の
後
青
木
か
ら
外
務
省
を
引
き
継
い
だ
榎
本
武
揚
は
、
ロ
シ
ア
へ
の
謝
罪
を
任
務
と
す
る
特
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

使
節
の
副
使
に
い
っ
た
ん
は
決
ま
っ
て
い
た
ロ
シ
ア
通
で
あ
っ
た
（
結
局
使
節
は
取
り
や
め
）
。
し
た
が
っ
て
、
中
央
ア
ジ
ア
・
西
ア
ジ
ア
の
よ

う
な
英
露
対
立
状
況
を
前
提
と
し
て
東
ア
ジ
ア
情
勢
が
捉
え
ら
れ
、
二
四
年
九
月
ご
ろ
榎
本
が
執
筆
し
た
「
条
約
改
正
二
関
ス
ル
断
案
」
（
『
外

文
』
三
巻
下
、
三
九
八
号
文
書
）
が
英
政
府
対
案
提
出
の
理
由
を
贈
位
対
立
状
況
に
見
出
し
て
い
た
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の

後
行
わ
れ
て
き
た
歴
史
叙
述
が
、
榎
本
の
こ
の
「
断
案
」
を
主
た
る
根
拠
と
し
て
上
述
の
よ
う
な
通
説
を
踏
襲
し
て
き
た
こ
と
も
、
五
年
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

三
国
干
渉
か
ら
日
露
戦
争
に
至
る
流
れ
か
ら
み
れ
ば
、
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
側
史
料
は
、
以
上
の
通
説
と
は
大

き
く
異
な
る
認
識
・
分
析
・
政
策
立
案
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
内
情
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

　
イ
ギ
リ
ス
が
外
国
人
裁
判
官
任
用
の
要
求
を
放
棄
す
る
と
い
う
情
報
が
初
め
て
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
早
く
も
大
隈
遭
難
の
四
日
後
の
こ
と
で

あ
る
。
プ
リ
ン
タ
リ
ー
は
一
〇
月
二
二
日
、
そ
の
よ
う
な
動
き
が
あ
る
旨
を
斎
藤
に
伝
え
、
そ
れ
は
次
い
で
山
口
に
あ
っ
た
井
上
に
す
ぐ
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
④

電
信
で
伝
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
が
い
ま
い
ち
ど
、
控
訴
院
以
下
へ
事
実
審
理
に
も
関
与
で
き
る
外
国
人
裁
判
官
を
任
用
す
る
こ

と
を
主
張
す
る
「
ウ
ヲ
ル
チ
メ
ー
タ
ム
」
〔
色
け
ぎ
鉾
信
ヨ
ー
最
終
提
案
〕
を
提
出
し
、
日
本
側
が
「
勿
論
是
を
退
」
け
た
の
ち
、
一
転
し
て
イ
ギ
リ
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ス
は
「
外
国
裁
判
官
任
用
の
事
を
全
廃
す
る
」
と
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
実
際
、
こ
の
よ
う
な
過
程
が
以
後
展
開
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
即
ち
、
一
一
月
｝
二
日
付
で
英
本
国
政
府
は
、
事
実
審
理
へ
の
欧
人
裁
判
宮
関
与
に
固
執
し
た
訓
令
・
訓
電
を
フ
レ
イ
ザ
ー
に
発
し
、
フ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

イ
ザ
ー
は
こ
の
買
を
一
四
日
青
木
外
相
代
理
に
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
に
応
え
、
＝
一
月
二
七
日
、
外
相
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
青
木
は
単
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

拒
絶
回
答
だ
け
で
な
く
さ
ら
な
る
要
求
を
も
含
む
大
幅
な
修
正
を
提
起
せ
ざ
る
を
得
な
い
旨
を
フ
レ
イ
ザ
ー
に
伝
え
た
。
そ
し
て
、
翌
；
二
年

～
月
に
は
、
世
人
裁
判
官
任
用
要
求
を
放
棄
す
る
よ
う
提
言
す
る
覚
書
が
公
使
館
書
記
官
ガ
ビ
ン
ズ
（
一
．
串
O
暮
ぼ
霧
）
に
よ
り
作
成
・
上
申

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
大
幅
な
譲
歩
を
含
む
融
和
的
な
対
案
を
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か

ビ
ン
ズ
が
考
え
た
の
か
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
こ
の
決
定
的
な
覚
書
の
冒
頭
で
、
ま
だ
正
式
な
交
付
が
行
わ
れ
て
い
な
い
日
本
側
提
案
（
「
青
木
覚
書
」
）
に
つ
き
、
ガ
ビ
ン
ズ
は
手
厳
し
い

評
価
を
下
し
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
に
と
っ
て
、
現
政
府
の
弱
体
と
、
そ
の
推
進
す
る
交
渉
に
お
け
る
真
剣
さ
・
一
貫
性
の
欠
如
を
端
的
に
示
す

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
交
渉
を
イ
ギ
リ
ス
が
拒
絶
す
る
理
由
と
し
て
十
分
す
ぎ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

が
ビ
ン
ズ
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
か
ら
の
交
渉
再
開
を
強
く
主
張
す
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
以
下
、
〈
一
〉
で
そ
の
理
由
、
そ
し
て
〈
二
〉
で
「
も

し
そ
う
な
ら
ば
〔
中
略
〕
ど
の
よ
う
な
線
で
交
渉
が
追
及
さ
れ
る
べ
き
か
」
が
詳
述
さ
れ
る
。

　
〈
一
〉
で
は
ま
ず
、
～
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
の
「
条
約
改
正
予
議
会
」
以
来
の
経
緯
が
簡
略
に
振
り
返
ら
れ
る
。
そ
こ
で
強
調
さ
れ
る

の
は
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
と
八
八
（
二
一
）
年
の
直
近
の
両
度
の
交
渉
で
、
法
権
問
題
に
関
す
る
要
求
水
準
を
日
本
側
が
大
幅
に
増
大

さ
せ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
八
六
年
の
ケ
ー
ス
（
井
上
外
相
時
代
）
で
は
、
い
わ
ゆ
る
英
独
案
に
便
乗
し
て
、
「
一
時
的
暫
定
協
定
」

か
ら
「
最
終
的
」
解
決
を
目
指
す
も
の
に
要
求
の
性
格
が
一
変
し
た
こ
と
、
ま
た
後
者
の
ケ
ー
ス
（
大
隈
外
相
時
代
）
で
は
、
法
典
完
成
ま
で

は
交
渉
再
開
を
見
合
わ
せ
る
と
い
う
井
上
外
相
の
事
実
上
の
約
束
や
会
議
に
よ
る
交
渉
方
式
が
反
故
に
さ
れ
、
法
権
問
題
で
も
顕
著
に
「
前

進
」
し
た
大
隈
案
が
提
示
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
を
指
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
現
在
（
九
〇
年
）
が
後
者
（
八
八
年
遅
の
状
況
に
酷
似
し
て
い
る
、

と
か
ビ
ン
ズ
は
特
に
力
説
す
る
。
即
ち
、
交
渉
に
倦
ん
だ
列
強
が
妥
結
へ
傾
き
、
そ
れ
に
対
し
日
本
自
身
が
故
障
を
持
ち
出
す
と
い
う
パ
タ
ー
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ン
や
、
日
本
が
そ
の
行
動
を
正
当
化
す
る
た
め
に
持
ち
出
す
理
由
・
言
い
訳
に
も
極
め
て
強
い
類
似
性
が
あ
る
一
「
日
本
帝
国
の
尊
厳
」
に

つ
い
て
多
く
の
こ
と
が
語
ら
れ
、
法
典
に
関
す
る
あ
い
ま
い
な
保
障
や
「
日
本
の
進
歩
」
の
現
実
性
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
極
め
つ
け
に
、
日

本
の
交
渉
担
当
者
に
は
自
ら
交
渉
の
基
礎
を
変
更
す
る
と
い
う
点
に
対
し
反
省
が
な
い
　
　
と
。

　
こ
こ
で
判
断
の
理
由
と
し
て
強
調
さ
れ
る
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
建
つ
ま
り
大
隈
条
約
改
正
交
渉
の
開
始
は
、
ガ
ビ
ン
ズ
自
身
に
と
っ
て

苦
い
失
敗
の
記
憶
で
あ
っ
た
。
拙
稿
a
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
八
八
年
一
月
時
点
で
彼
は
「
二
、
三
年
は
交
渉
開
始
は
な
い
」
と
の
判
断
を
示

し
、
こ
の
予
測
を
外
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
の
駐
日
代
表
部
の
周
旋
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
、
こ
れ
ら
諸
国
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

特
に
ド
イ
ツ
の
「
変
節
」
「
屈
服
」
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
当
局
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
て
い
た
。
ま
た
特
に
、
直
接
在
日
居
留
民
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

で
は
な
い
に
せ
よ
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
新
条
約
調
印
を
う
け
て
上
海
か
ら
浴
び
せ
ら
れ
た
痛
烈
な
非
難
は
、
着
任
間
も
な
い
フ
レ
イ
ザ
i
公
使

（
八
九
年
五
月
一
〇
日
信
任
状
捧
呈
）
で
は
な
く
、
自
分
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
彼
は
感
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
他
国
に
イ
ギ
リ
ス
が
先
ん
じ

ら
れ
る
こ
と
は
、
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
ふ
ま
え
、
「
交
渉
継
続
の
方
に
依
然
と
し
て
秤
を
傾
け
る
理
由
」
と
し
て
次
の
三
点
が
提
出
さ
れ
る
。
即
ち
、
「
《
一
》

締
約
諸
国
の
政
略
、
そ
し
て
特
に
ド
イ
ツ
の
そ
れ
《
二
》
近
く
開
か
れ
る
日
本
の
議
会
《
三
》
交
渉
の
現
在
に
お
け
る
到
達
点
」
で
あ
る
。
彼

に
と
っ
て
は
ま
ず
、
《
一
》
の
ド
イ
ツ
等
列
国
の
「
変
節
」
の
危
険
が
、
現
在
進
行
中
で
あ
っ
た
。
「
我
々
が
不
安
を
感
じ
る
必
要
が
あ
る
唯
一

の
強
国
と
し
て
、
ド
イ
ツ
が
残
る
。
と
い
う
の
は
ロ
シ
ア
の
権
益
は
あ
ま
り
に
小
さ
く
、
ま
た
あ
ま
り
に
純
政
治
的
で
あ
る
た
め
、
こ
の
国
に

お
け
る
い
か
な
る
新
機
軸
を
も
っ
て
し
て
も
列
国
を
リ
ー
ド
　
　
あ
る
い
は
孤
立
　
　
し
ょ
う
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
」
と
か
ビ
ン
ズ
は

述
べ
る
。
そ
も
そ
も
大
隈
遭
難
に
至
る
過
程
で
も
、
国
内
の
改
正
反
対
派
か
ら
大
隈
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
急
先
鋒
の
一
人
が
、
ド
イ
ツ
公
使

ホ
ル
レ
ー
ベ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
拙
稿
a
・
b
で
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
も
日
本
政
府
中
枢
部
と
ホ
ル
レ
ー
ベ
ン
の
間
に
密
接

な
連
携
が
つ
づ
い
て
い
た
こ
と
は
、
日
本
の
国
内
立
法
措
置
を
主
軸
と
す
る
段
階
的
内
地
開
放
・
新
関
税
実
施
構
想
を
、
彼
が
こ
の
時
期
活
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
画
策
し
た
こ
と
に
現
わ
れ
て
い
る
。
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「
将
来
外
交
ノ
政
略
」
が
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
明
治
二
二
年
一
二
月
三
日
、
こ
の
構
想
を
ま
ず
伊
藤
博
文
宮
中
顧
問
官
に
伝
え
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ホ
ル
レ
ー
ベ
ン
は
渡
辺
洪
基
帝
国
大
学
総
長
に
こ
れ
を
極
秘
裏
に
示
し
た
。
そ
の
際
ホ
ル
レ
ー
ベ
ン
は
、
「
此
度
又
々
イ
ニ
シ
エ
チ
ー
プ
を
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

候
事
は
他
之
公
使
等
に
被
疑
候
而
も
困
却
」
で
あ
る
か
ら
「
決
而
他
人
に
不
栢
話
」
よ
う
に
と
念
を
押
し
て
い
る
。
八
日
に
こ
れ
を
知
っ
た
伊

藤
は
、
「
頗
都
合
能
相
運
ひ
可
申
歎
」
と
乗
り
気
に
な
っ
た
。
内
地
開
放
な
い
し
内
地
雑
居
に
抵
抗
感
を
持
た
な
い
伊
藤
等
に
と
っ
て
は
、
「
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
　
　
　
　
　
マ
い

会
開
設
前
二
可
成
自
己
ノ
立
法
手
段
ヲ
以
テ
居
留
地
外
ノ
居
住
貿
易
ヲ
許
シ
、
日
本
ノ
裁
判
権
ヲ
施
行
シ
、
漸
ク
以
テ
居
留
地
ノ
廓
外
法
権
ヲ

撤
去
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
」
と
の
ホ
ル
レ
ー
ベ
ン
の
判
断
が
共
感
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
ホ
ル
レ
ー
ベ
ン
は
、
翌
二
三
年
一
月
二
三
日
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
フ
レ
イ
ザ
ー
に
そ
の
構
…
想
を
明
か
し
た
。
そ
し
て
、
フ
レ
イ
ザ
ー
が
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

述
の
ガ
ビ
ン
ズ
覚
書
に
全
面
的
な
同
意
を
表
し
て
対
案
の
提
示
を
上
申
し
た
の
は
、
そ
の
二
日
後
の
二
五
B
付
書
簡
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の

中
で
フ
レ
イ
ザ
！
は
、
強
い
口
調
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
〔
青
木
1
引
用
者
〕
覚
書
が
受
け
入
れ
え
な
い
と
き
は
、
何
ら
か
の
は
っ
き

り
し
た
積
極
策
を
取
る
べ
き
こ
と
は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
政
府
や
他
の
列
強
の
気
ま
ぐ
れ
に
条
約
改
正
問
題
を
漠
然
と
任
せ
て
お
い
た
り
、

あ
る
い
は
旧
条
約
に
永
久
的
に
後
戻
り
す
る
こ
と
は
、
安
全
と
は
と
て
も
い
え
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
秋
招
集
さ
れ
る
議
会
の
求
め
に
よ

り
「
条
約
廃
棄
」
が
為
さ
れ
る
危
険
、
そ
し
て
結
果
と
し
て
時
間
や
そ
の
他
の
状
況
に
お
い
て
不
利
で
険
悪
な
交
渉
を
強
い
ら
れ
る
危
険
が
あ

る
か
ら
で
す
」
。
こ
の
第
二
文
に
も
み
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
公
使
ホ
ル
レ
ー
ベ
ン
の
奔
走
は
、
対
案
提
示
を
ガ
ビ
ン
ズ
・
フ
レ
イ
ザ
！
に
進
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

さ
せ
た
、
少
な
く
と
も
～
つ
の
要
因
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ガ
ビ
ン
ズ
の
挙
げ
た
第
二
の
理
由
は
、
上
記
の
フ
レ
イ
ザ
ー
の
第
三
文
に
も
表
れ
て
い
る
。
自
由
党
や
改
進
党
か
ら
主
と
し
て
選
出
さ
れ
る

多
数
派
の
「
無
邪
気
で
向
こ
う
見
ず
な
見
解
」
を
考
慮
す
る
な
ら
、
ガ
ビ
ン
ズ
の
見
る
と
こ
ろ
「
議
会
を
通
し
て
作
用
す
る
国
民
的
興
奮
に
ど

こ
ま
で
政
府
が
引
き
ず
ら
れ
る
か
は
予
見
し
が
た
い
」
。
だ
か
ら
特
に
、
内
閣
が
孤
立
し
た
り
見
解
が
割
れ
て
弱
体
化
し
た
り
し
た
と
き
、
「
現

行
条
約
の
廃
棄
宣
言
を
團
避
す
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
こ
の
種
の
要
請
を
衆
議
院
か
ら
受
け
た
と
き
そ
れ
に
効
力
を
与
え
る
の
を
踏
み
止
ど
ま
る

こ
と
」
が
・
重
要
な
問
題
と
な
る
の
で
あ
勧
・
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覚
書
の
第
三
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
多
く
触
れ
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
ま
で
交
渉
に
費
や
さ
れ
て
き
た
時
間
・
労
力
が
膨
大
で
あ

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
「
条
約
改
正
の
再
度
の
無
期
限
延
期
を
避
け
る
こ
と
が
〔
中
略
〕
も
し
可
能
で
あ
れ
ば
最
も
望
ま
れ
る
」
と
さ
れ
る
。

覚
書
は
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。
「
結
語
。
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
見
て
イ
ギ
リ
ス
は
再
び
一
と
い
っ
て
も
一
瞬
に
過
ぎ
な
い
か
も
知
れ
な

い
が
⊥
父
渉
の
曲
が
り
角
に
き
て
い
る
と
い
実
る
。
そ
し
て
万
一
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
我
々
は
～
ま
た
は
二
の
選
択
肢
一
即
ち
日

本
の
意
を
迎
え
よ
う
と
す
る
ド
イ
ツ
か
そ
の
他
の
強
国
の
援
助
か
、
あ
る
い
は
条
約
廃
棄
か
　
　
へ
日
本
が
後
退
し
て
し
ま
う
の
を
見
る
こ
と

に
な
ろ
う
」
。
つ
ま
り
、
現
状
を
放
置
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
以
外
の
列
国
と
の
結
託
や
、
世
論
の
暴
発
に
引
き
ず
ら
れ
た
条
約
廃
棄
決
行
に
よ

っ
て
、
再
び
基
礎
を
一
変
し
た
提
案
を
日
本
に
強
行
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
と
い
う
危
惧
が
、
交
渉
継
続
を
ガ
ビ
ン
ズ
が
主
張
す
る
理
由

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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（一

p）

p
政
府
対
案

　
独
自
対
案
の
早
期
提
出
と
い
う
大
胆
な
方
針
転
換
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
対
案
の
内
容
策
定
も
ま
た
、
全
面
的
に
ガ
ビ
ン
ズ
に
よ
る
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

る
。
前
述
一
月
二
五
日
発
送
の
覚
書
以
前
に
、
大
隈
遭
難
時
ま
で
の
交
渉
到
達
点
を
、
旧
英
政
府
対
案
に
書
き
込
ん
だ
も
の
を
彼
は
作
成
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

こ
れ
が
本
省
に
送
付
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
前
述
～
月
二
五
日
付
フ
レ
イ
ザ
ー
書
簡
の
附
属
書
二
に
お
い
て
、
こ
の
到
達
点
の
諸
条
款
を
並

べ
替
え
、
第
～
条
の
み
を
書
き
換
え
る
形
で
「
通
商
条
約
」
案
の
本
体
を
、
さ
ら
に
議
定
書
案
に
つ
い
て
は
全
面
的
に
薪
規
起
草
し
た
も
の
を
、

そ
れ
ぞ
れ
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
外
国
人
裁
判
書
任
用
要
求
を
放
棄
し
た
ほ
か
、
少
な
く
と
も
五
年
間
の
現
状
維
持
の
後
、

そ
の
時
点
で
諸
法
典
が
既
に
＝
一
ヶ
月
間
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
領
事
裁
判
権
撤
去
と
内
地
居
住
・
逓
商
許
可
が
行
な
わ
れ
る
こ
と

を
、
議
定
書
で
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
よ
く
知
ら
れ
た
英
政
府
対
案
の
原
型
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
案
は
、
日
本
に
い
る
か
ビ

ン
ズ
に
よ
っ
て
一
月
下
旬
段
階
で
既
に
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
、
本
国
政
府
が
こ
れ
を
全
面
的
に
承
認
し
、
印
刷
し
て
送
り
返
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
前
出
の
ガ
ビ
ン
ズ
覚
書
を
同
封
し
た
フ
レ
イ
ザ
ー
書
簡
は
二
月
二
七
B
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
外
務
省
は
、
迅
速
に
検
討
・



青木外相期の条約改正交渉（大石）

決
断
し
た
。
三
月
六
日
、
サ
ン
ダ
ー
ソ
ン
（
］
ン
国
「
ω
P
コ
匹
Φ
「
し
自
○
⇒
）
次
官
は
、
ガ
ビ
ン
ズ
起
草
の
対
案
を
高
く
評
価
し
つ
つ
も
、
ド
イ
ツ
側
提
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
も
「
あ
る
有
利
な
点
が
あ
る
」
と
し
、
翌
七
日
カ
リ
ー
（
℃
．
毛
「
9
鼠
Φ
）
次
宮
も
両
者
に
＝
疋
の
評
価
を
与
え
た
。
カ
リ
ー
は
自
分
が
「
ド

イ
ツ
提
案
に
傾
い
て
い
る
」
理
由
を
、
「
即
時
に
内
地
通
商
及
び
居
住
を
許
す
」
点
と
、
「
法
に
よ
る
手
法
も
、
あ
ま
り
に
多
く
の
国
の
利
害
が

交
錯
し
て
い
る
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
条
約
と
比
べ
む
し
ろ
ま
さ
っ
て
い
る
」
点
に
求
め
て
い
る
。
ホ
ル
レ
ー
ベ
ン
の
提
案
に
警
戒
心
と
対
抗
意

識
の
み
を
燃
や
す
ガ
ビ
ン
ズ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
と
異
な
り
、
本
国
に
い
る
彼
ら
に
は
同
提
案
の
利
点
に
も
目
を
配
る
余
裕
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
結
局
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
が
、
ガ
ビ
ン
ズ
に
よ
る
ド
イ
ツ
提
案
批
判
に
全
面
的
に
賛
意
を
示
し
た
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
ガ
ビ

ン
ズ
起
草
対
案
を
早
急
か
つ
イ
ギ
リ
ス
単
独
で
提
出
す
る
方
向
に
動
き
出
し
た
。
ド
イ
ツ
提
案
を
退
け
る
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
論
旨
が
、
遅
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

三
月
一
三
日
に
到
着
し
た
二
月
七
日
付
フ
レ
イ
ザ
ー
書
簡
の
批
判
的
コ
メ
ン
ト
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
そ
れ
は
三
月
中
旬
以
降
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

こ
と
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
「
青
木
覚
書
」
の
本
体
が
到
達
す
る
四
月
一
〇
日
の
は
る
か
以
前
か
ら
、
ガ
ビ
ン
ズ
の
意

見
を
十
分
検
討
し
、
決
断
を
準
備
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
、
商
務
省
に
対
し
て
全
面
的
に
ガ
ビ
ン
ズ
案
を
採
用
す
る
方
針
を
示
し
て
意
見
を
乞
い
五
月
五
日
付
で
同
意

　
　
　
　
　
　
⑬

を
取
り
付
け
る
や
、
翌
週
五
月
一
四
日
に
、
仏
・
独
・
懊
・
伊
・
米
に
駐
在
す
る
各
イ
ギ
リ
ス
大
使
を
通
じ
て
同
文
回
章
を
発
し
各
政
府
の
意

　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

見
を
尋
ね
た
。
た
だ
し
こ
の
圃
章
は
、
一
八
八
九
年
に
大
隈
提
案
に
直
面
し
て
行
わ
れ
た
よ
う
な
、
三
諦
連
合
交
渉
へ
の
固
執
を
体
現
し
た
も

の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
意
見
を
イ
ギ
リ
ス
は
待
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
既
に
こ
の
対
案
は
日
本
へ
送
ら
れ
た
の
か
、
と
の

ド
イ
ツ
政
府
か
ら
の
照
会
に
つ
い
て
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
は
、
回
答
は
既
に
発
送
し
た
旨
答
え
よ
、
と
の
素
っ
気
な
い
対
応
を
指
示
し
た
の
み
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
実
際
、
六
月
五
日
、
列
国
か
ら
の
圓
答
が
ま
だ
ひ
と
つ
も
到
達
し
て
い
な
い
中
で
対
案
は
日
本
に
向
け
ア
メ
リ
カ
経
由
で
発

　
　
　
　
　
⑳

送
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
首
脳
部
は
、
ガ
ビ
ン
ズ
起
草
の
対
案
の
内
容
ば
か
り
か
、
対
日
交
渉
戦
略
に
お
け
る
同
人
の
提

言
を
も
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
、
連
合
交
渉
へ
の
こ
だ
わ
り
を
捨
て
去
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
迅
速
さ
は
、
第
一
議
会
が
条
約
廃
棄

論
の
方
向
に
も
し
暴
走
し
て
も
日
本
政
府
が
そ
れ
に
同
調
す
る
口
実
を
奪
う
べ
く
、
帝
国
議
会
開
会
前
に
対
案
が
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
、
と
の
ガ
ビ
ン
ズ
の
危
機
意
識
に
見
合
う
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
七
月
一
九
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ビ
ン
ズ
作
成
の
対
案
が
そ
の
ま
ま
印
刷
に
付
さ
れ
た
も
の
が
青
木
に
手
渡
さ
れ
、
思
わ
ぬ
早
業
で
ボ
ー
ル
は
日
本
側
に
投
げ
返
さ
れ
た
。

（
三
）
　
日
本
側
対
案
の
作
成
と
「
異
議
百
出
」

ガ

　
予
想
外
に
好
意
的
な
英
政
府
対
案
を
受
け
、
政
府
内
の
対
応
は
、
例
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
か
れ
た
。
ひ
と
つ
は
外
務
省
・
青
木
の
対
応
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
れ
を
「
将
来
交
渉
の
基
礎
と
し
て
受
け
入
れ
」
締
約
交
渉
に
入
ろ
う
と
い
う
方
向
で
あ
る
。
七
月
一
九
日
に
手
交
さ
れ
た
英
政
府
対
案
は
外

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

務
省
の
手
で
和
訳
さ
れ
、
「
幾
分
ノ
修
正
ヲ
加
ヘ
テ
内
閣
二
提
出
」
さ
れ
た
。
こ
の
印
厚
物
に
は
、
英
政
府
対
案
（
銘
版
）
か
ら
の
修
正
部
分

が
朱
墨
と
し
て
明
示
さ
れ
、
「
外
務
省
第
一
修
正
」
な
い
し
「
外
務
省
初
修
」
と
凡
例
に
あ
る
か
ら
、
時
期
か
ら
み
て
青
木
ら
が
外
務
省
で
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

議
提
出
前
に
行
っ
た
修
正
で
あ
ろ
う
。
修
正
は
、
条
番
号
の
変
更
を
除
け
ば
、
計
八
条
、
議
定
書
に
つ
い
て
は
計
三
項
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、

文
言
の
明
確
化
や
微
修
正
を
図
っ
た
点
や
大
隈
交
渉
当
時
の
未
決
点
を
日
本
側
主
張
に
沿
い
変
更
し
た
点
を
除
く
と
、
日
本
側
要
求
を
増
大
さ

せ
た
も
の
と
し
て
は
、
旅
券
問
題
（
議
定
書
第
三
項
）
・
不
動
産
所
有
権
問
題
（
堅
塁
二
項
）
を
文
面
か
ら
除
い
て
日
本
の
立
法
権
内
に
留
保
す
る

変
更
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
外
務
省
の
修
正
は
「
青
木
覚
書
」
を
超
え
た
要
求
を
付
加
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
こ
の
修
正
案
に
対
し
、
反
対
論
な
い
し
追
加
要
求
を
上
積
み
す
べ
き
と
の
議
論
が
、
こ
れ
ま
た
例
に
よ
っ
て
伊
東
巳
代
治
に
よ
り
提
出
さ
れ

た
。
九
月
一
四
日
夜
、
神
戸
に
あ
っ
た
伊
東
は
電
報
で
急
遽
呼
び
戻
さ
れ
、
山
県
の
大
磯
別
邸
で
初
め
て
そ
の
要
件
が
条
約
改
正
問
題
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
こ
と
だ
と
知
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
和
英
両
文
の
英
政
府
対
案
に
つ
き
そ
の
　
五
日
の
夜
を
徹
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
た
批
判
が
「
日
英
条
約

　
　
　
　
　
　
⑳

二
関
ス
ル
意
見
書
」
で
あ
る
。
こ
の
意
見
書
の
日
付
の
翌
九
月
一
六
日
（
火
）
に
は
、
九
月
目
は
い
っ
て
三
度
目
の
定
例
閣
議
が
開
か
れ
、
青

木
に
よ
り
英
政
府
対
案
和
訳
が
提
出
さ
れ
、
西
郷
内
相
・
後
藤
逓
相
を
青
木
に
加
え
条
約
改
正
全
権
委
員
に
任
命
す
る
青
木
の
建
議
も
裁
可
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
た
（
「
記
事
」
三
五
頁
）
。
山
県
は
対
案
接
受
後
一
ヶ
月
を
経
た
八
月
～
八
日
時
点
で
な
お
、
そ
の
内
容
を
青
木
か
ら
説
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、

お
そ
ら
く
九
月
第
一
回
目
の
九
日
閣
議
で
は
じ
め
て
詳
細
を
知
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
こ
ま
で
の
経
過
は
、
山
県
の
受
動
性
、
青
木
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青木外相期の条約改正交渉（大石）

の
積
極
性
・
主
導
性
が
際
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
伊
東
の
九
月
一
五
日
付
「
日
英
条
約
二
関
ス
ル
意
見
書
」
は
、
英
政
府
対
案
第
九
～
一
九
条
と
議
定
書
案
全
五
条
に
つ
き
逐
条
的
な

批
判
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
青
木
が
「
量
計
ラ
ン
異
議
百
出
」
と
し
て
列
挙
す
る
英
政
府
対
案
の
問
題
点
五
項
目
、
即
ち
一
、
無
条
件

的
最
恵
国
条
款
を
イ
ギ
リ
ス
に
認
め
る
こ
と
、
二
、
「
航
海
通
商
ノ
区
域
」
に
お
け
る
内
国
人
待
遇
の
許
与
、
三
、
旅
券
制
度
の
拡
張
に
よ
り

外
国
人
に
便
宜
を
図
る
こ
と
、
四
、
沿
海
貿
易
・
外
国
船
舶
傭
入
れ
の
許
可
、
五
、
「
英
国
ノ
所
属
地
」
の
条
約
加
入
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
側

フ
リ
ー
ハ
ン
ド
を
認
め
る
こ
と
（
「
記
事
」
五
五
頁
）
、
の
す
べ
て
の
論
点
が
出
揃
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
点
を
め
ぐ
り
、
以
後
政
府
内
の
検
討

は
難
渋
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
青
木
・
外
務
省
の
修
正
案
に
対
す
る
こ
の
「
異
議
」
を
持
ち
だ
し
た
の
は
誰
か
。
＝
○
月
中
条
約
改
正
二
関
シ
内
閣
二
於
テ
決
議
ノ
条
項
」

と
し
て
青
木
が
記
録
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
少
な
く
と
も
最
恵
国
条
款
問
題
や
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
「
山
県
総
理
大

臣
ノ
提
出
案
」
が
あ
っ
た
ら
し
く
（
同
五
七
・
五
八
頁
）
、
伊
東
意
見
書
か
そ
れ
を
条
文
化
し
た
も
の
を
山
県
が
自
己
の
資
格
で
閣
議
に
提
起
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
た
か
も
こ
の
一
一
日
に
は
横
浜
で
、
何
者
か
が
い
ち
早
く
も
た
ら
し
た
英
政
府
対
案
に
関
す
る
情
報
に
触
発
さ
れ
て
欧

米
居
留
民
に
よ
る
大
規
模
な
改
正
反
対
集
会
が
開
か
れ
、
こ
れ
に
反
発
す
る
日
本
人
側
の
激
昂
が
重
な
っ
て
騒
然
と
し
た
雰
囲
気
が
生
じ
て
い

⑳る
。
こ
れ
ら
の
声
を
大
き
く
反
映
す
る
で
あ
ろ
う
第
一
回
帝
国
議
会
は
、
二
ヶ
月
後
の
一
一
月
二
五
日
に
迫
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
交
渉
の

迅
速
さ
よ
り
も
、
交
渉
を
決
裂
さ
せ
な
い
範
囲
で
の
『
対
等
性
』
の
確
保
が
望
ま
し
い
、
と
山
県
は
判
断
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
応
え
う

る
伊
東
ら
批
准
拒
絶
派
　
　
こ
の
時
点
で
は
交
渉
中
止
派
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
…
の
山
県
に
と
っ
て
の
重
要
性
が
増
し
た
た
め
、

伊
東
へ
の
あ
わ
た
だ
し
い
諮
問
が
行
わ
れ
た
も
の
と
見
た
い
。

　
伊
東
の
こ
の
よ
う
な
攻
撃
は
九
月
一
六
日
意
見
書
で
止
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
主
張
の
未
だ
容
れ
ら
れ
て
い
な
い
部
分
及
び
そ
の
後
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

加
さ
れ
た
論
点
を
詳
細
に
展
開
し
た
「
条
約
改
正
箋
評
」
の
執
筆
を
一
〇
月
六
日
頃
は
じ
め
、
こ
れ
を
｝
二
日
付
で
完
成
・
配
布
し
て
い
る
。

「
原
案
」
第
三
・
七
・
一
一
・
一
三
・
一
四
条
及
び
議
定
書
第
五
項
を
除
き
、
ほ
ぼ
全
条
に
わ
た
る
徹
底
的
批
判
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
〇
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月
一
六
日
に
あ
ら
た
め
て
印
励
さ
れ
た
日
本
側
修
正
案
（
「
陸
奥
文
書
」
九
六
1
8
）
は
、
そ
れ
を
反
映
し
た
形
跡
が
な
く
、
以
後
、
一
〇
月
の

中
・
下
旬
の
議
会
召
集
直
前
の
時
期
に
こ
れ
以
上
議
論
が
進
ん
だ
と
は
、
青
木
の
記
録
も
な
く
考
え
に
く
い
。
青
木
の
認
識
で
も
、
少
な
く
と

も
旅
券
制
度
問
題
、
最
恵
国
条
款
問
題
、
そ
し
て
「
青
木
覚
書
」
の
外
国
人
取
り
扱
い
に
関
す
る
項
目
（
第
四
項
）
の
修
正
問
題
が
、
懸
案
と

し
て
一
〇
月
時
点
で
も
残
存
し
て
い
た
（
「
記
事
」
五
八
頁
）
。
つ
ま
り
、
議
会
直
前
の
こ
の
時
点
で
の
B
本
側
修
正
案
は
、
政
府
内
強
硬
派
や

そ
れ
に
配
慮
す
る
山
県
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
で
は
な
ぜ
、
山
県
は
＝
月
立
罠
の
時
点
で
「
速
に
商
議
を
御
開
候
は
・
都
合
可
然
か
と
察
し
候
」
と
青
木
に
書
き
送
り
「
交
渉
促
進
を
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

示
し
た
」
の
だ
ろ
う
か
（
坂
根
前
掲
書
、
一
三
六
頁
）
。
残
念
な
が
ら
、
現
在
こ
の
原
史
料
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
推
測
と
な
る
が
、
そ

の
わ
ず
か
四
日
後
の
一
一
月
八
日
過
青
木
で
は
な
く
山
県
が
フ
レ
イ
ザ
ー
を
訪
問
し
、
「
極
め
て
友
好
的
か
つ
寛
容
」
な
対
案
を
謝
し
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

「
国
会
業
務
の
処
理
」
等
の
曖
昧
な
遁
辞
で
お
茶
を
濁
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
直
後
に
外
務
省
に
青
木
を
訪
ね
た
フ
レ
イ
ザ
ー
が
内
閣
の
寄
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

合
い
所
帯
と
し
て
の
弱
体
性
を
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
等
か
ら
み
て
、
山
県
は
こ
の
二
月
上
旬
時
点
で
も
な
お
本
交
渉
開
始
を
決
断
し
て

い
な
か
っ
た
可
能
性
の
ほ
う
が
高
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
青
木
等
日
本
側
は
一
一
月
二
〇
日
過
ぎ
に
は
議
会
終
了
ま
で
の
交
渉
延
期
を
正
式
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

申
入
れ
、
こ
れ
に
難
色
を
示
し
対
案
撤
圓
を
ほ
の
め
か
す
フ
レ
イ
ザ
ー
を
な
ん
と
か
な
だ
め
す
か
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
日
本
側
の
分
裂
状
態

は
、
交
渉
を
停
頓
さ
せ
る
方
向
に
作
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
フ
レ
イ
ザ
ー
も
、
実
は
こ
の
成
行
き
に
不
満
で
は
な
か
っ
た
。
翌
一
八
九
一
（
明
治
一
浪
）
年
一
月
二
九
日
、
第
一
議
会
の
推
移
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

見
守
り
つ
つ
、
前
年
～
月
二
五
日
付
報
告
で
触
れ
た
「
日
本
の
国
会
の
提
起
に
よ
る
領
事
裁
判
権
条
約
の
最
終
的
廃
棄
の
可
能
性
」
に
つ
き
、

彼
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
「
今
の
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
動
き
が
実
際
に
企
図
さ
れ
て
い
た
と
い
う
疑
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ギ
リ

ス
の
提
案
を
受
け
取
る
以
前
に
、
政
府
が
こ
の
よ
う
な
手
段
を
取
ろ
う
と
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
〔
中
略
〕
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

し
、
わ
が
政
府
の
案
の
よ
う
な
寛
容
な
提
案
の
存
在
の
も
と
で
は
、
そ
れ
は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
。
つ
ま
り
、
フ
レ
イ
ザ
ー
が

前
年
一
～
月
青
木
ら
に
示
し
た
態
度
は
、
お
そ
ら
く
英
政
府
対
案
を
で
き
る
だ
け
高
く
売
り
つ
け
る
た
め
の
ポ
ー
ズ
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
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「
寛
容
」
さ
を
強
く
印
象
づ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
も
の
と
彼
は
感
じ
て
い
た
。
自
分
の
投
げ
返
し
た
ボ
ー
ル
へ
の
反
応
か
ら
、

責
任
が
転
嫁
さ
れ
る
お
そ
れ
は
ほ
ぼ
消
え
去
っ
た
も
の
と
、
フ
レ
イ
ザ
ー
は
確
信
し
た
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
に

（
四
）
　
青
木
交
渉
の
終
息

青木外相期の条約改正交渉（大石）

　
山
県
内
閣
に
交
渉
見
合
わ
せ
を
強
い
て
い
た
第
～
回
帝
国
議
会
は
明
治
二
四
年
三
月
目
瞬
閉
会
し
た
。
会
期
末
ご
ろ
か
ら
山
県
首
相
は
体
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
崩
し
て
八
日
の
閉
院
式
に
も
欠
席
し
、
一
六
日
に
は
な
お
養
生
の
必
要
あ
り
と
し
て
大
磯
の
別
邸
に
去
っ
た
。
青
木
は
、
三
月
中
旬
、
山

県
・
西
郷
ら
の
諒
解
の
も
と
内
密
で
フ
レ
イ
ザ
ー
に
日
本
側
対
案
を
提
示
し
て
意
見
を
求
め
、
二
・
三
の
異
議
は
あ
る
が
一
応
こ
れ
を
本
国
に

申
し
送
っ
て
み
る
旨
の
回
答
を
二
四
日
フ
レ
イ
ザ
ー
か
ら
得
て
い
る
（
坂
根
前
掲
書
、
一
四
～
二
四
二
頁
）
。
青
木
は
交
渉
開
始
を
焦
り
、
山
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
帰
京
を
待
ち
か
ね
て
い
た
。
し
か
し
、
三
月
三
〇
日
に
山
県
は
い
っ
た
ん
帰
京
し
た
も
の
の
、
三
〇
日
・
四
月
七
日
の
閣
議
及
び
八
日
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

藤
・
西
郷
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
出
席
し
た
の
み
で
、
四
月
九
B
に
は
辞
表
を
呈
し
て
再
び
大
磯
に
引
き
取
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
三
月
初
旬

か
ら
山
県
は
、
青
木
の
焦
燥
と
は
対
照
的
に
、
交
渉
に
消
極
的
な
態
度
で
一
貫
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
三
ヶ
月
余
を
経
て
事
態
が
再
び
動
き
出
そ
う
と
し
た
と
き
、
交
渉
開
始
へ
の
条
件
は
好
転
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
こ
の
明
治
二
三

年
四
月
二
六
コ
口
公
布
さ
れ
て
い
た
商
法
（
一
西
年
一
月
一
日
施
行
予
定
）
に
対
し
て
、
民
法
施
行
予
定
と
同
じ
二
六
年
一
月
一
日
ま
で
と
は
い

え
施
行
を
延
期
す
る
法
律
が
成
立
（
衆
議
院
一
二
月
＝
ハ
日
、
貴
族
院
同
二
一
百
）
し
た
こ
と
は
、
実
質
的
に
法
典
の
実
施
を
領
事
裁
判
権
撤
廃
の

要
件
と
し
て
い
た
青
木
の
構
想
に
と
り
、
一
つ
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
貴
族
院
で
谷
干
城
ら
の
提
出
に
か
か
る
「
海
関
税
二
関

シ
政
府
二
建
議
案
」
が
＝
一
月
一
九
日
に
成
立
し
た
こ
と
も
、
井
上
馨
外
相
以
来
の
改
正
協
定
関
税
実
施
の
範
囲
内
で
の
交
渉
を
も
く
ろ
む
青

木
に
と
っ
て
は
、
深
劾
な
逆
風
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
「
建
議
案
」
の
文
面
自
体
は
「
海
関
税
法
拉
二
上
開
港
場
二
於
ケ
ル
外
国
貿
易
二
関

ス
ル
諸
規
則
ヲ
制
定
シ
及
ヒ
之
ヲ
実
施
ス
ル
ノ
国
権
ヲ
全
ク
帝
国
二
回
復
」
す
る
事
を
「
切
望
」
し
た
だ
け
の
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
質
問
者
の

外
山
正
一
（
帝
国
大
学
教
授
）
が
懸
念
す
る
よ
う
に
、
二
日
前
青
木
が
衆
議
院
で
演
説
し
た
「
治
外
法
権
二
重
キ
ヲ
置
カ
ズ
税
権
二
軽
キ
ヲ
置
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カ
ズ
、
両
方
共
ニ
ヤ
ル
」
と
い
う
「
政
策
ヲ
変
ヘ
サ
セ
ヨ
ウ
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
青
木
は
閉
会
直
前
の
衆
議
院
で
二
四
年
三
月
五
日
、
貴
族
院
で
三
月
六
日
、
そ
れ
ぞ
れ
三
崎
亀
之
助
他
（
前
年
二
塁
二
四
日
提

出
）
・
西
村
茂
樹
（
二
月
二
一
二
日
提
出
）
の
質
問
に
答
え
る
形
で
、
条
約
改
正
交
渉
の
方
針
に
つ
き
簡
単
な
演
説
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一

躍
対
等
の
条
約
に
至
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
ゆ
え
に
段
階
的
改
正
を
展
望
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
青
木
が
こ
の
公
表
を

あ
え
て
し
た
の
は
、
井
上
馨
の
い
う
「
他
日
議
院
に
向
ひ
賛
成
を
得
た
る
上
、
他
日
持
出
す
の
上
策
」
を
形
だ
け
で
も
履
行
し
よ
う
と
い
う
意

図
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
青
木
は
、
山
県
首
相
の
欠
席
を
押
し
て
、
三
月
三
日
新
た
な
条
約
改
正
案
の
異
常
と
も
い
え
る
「
閣
議
決

定
」
を
行
っ
て
い
る
（
「
記
事
」
五
八
～
六
〇
頁
）
。
坂
根
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
「
閣
議
決
定
」
が
山
県
・
松
方
・
大
木
喬
任
枢
密
院
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

長
・
芳
川
顕
正
文
相
を
加
え
た
四
月
四
日
閣
議
で
、
再
び
「
対
等
」
の
方
向
へ
押
し
戻
さ
れ
た
経
緯
を
見
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
青
木
の
行
動
は

「
独
走
」
と
表
現
し
て
よ
い
。
し
か
も
、
三
月
五
日
・
六
日
の
演
説
は
「
議
院
に
向
ひ
賛
成
を
得
」
た
と
は
到
底
い
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
な
条
約
改
正
関
連
建
議
案
の
審
議
を
め
ぐ
る
七
日
の
衆
議
院
閉
院
前
数
時
間
の
混
乱
や
そ
の
後
の
不
穏
な
情
勢
は
、
か
え
っ
て
山
県
ら
に
時

期
尚
早
を
強
く
印
象
付
け
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
し
か
し
、
改
正
強
行
が
政
治
的
に
危
険
で
あ
っ
て
も
、
「
極
め
て
友
好
的
か
つ
寛
容
」
な
英
政
府
対
案
を
「
交
渉
の
基
礎
」
と
し
て
受
領
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

日
本
が
「
古
い
ア
ジ
ア
的
や
り
方
」
に
立
戻
ら
な
い
と
イ
ギ
リ
ス
に
表
明
し
て
い
る
以
上
、
本
交
渉
開
始
を
拒
絶
す
る
こ
と
も
ま
た
困
難
で
あ

っ
た
。
山
県
の
辞
意
は
、
こ
の
よ
う
な
窮
境
か
ら
来
て
い
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
フ
レ
イ
ザ
ー
も
こ
の
点
に
関
し
て
、
「
部
分
的
に

は
健
康
上
の
自
然
な
理
由
」
か
ら
と
し
て
も
、
主
と
し
て
「
条
約
改
正
に
関
す
る
決
定
的
行
動
を
こ
れ
以
上
延
ば
せ
な
い
と
い
う
考
慮
」
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
、
と
突
き
放
し
て
眺
め
て
い
た
。
そ
れ
は
、
「
英
国
政
府
ノ
発
墨
ハ
梢
々
妥
当
ニ
シ
テ
我
又
写
ヲ
拒
ム
ノ
ロ
実
ナ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

二
困
ム
ノ
情
況
二
遭
遇
セ
リ
ト
セ
バ
、
実
二
僥
倖
中
ノ
不
幸
ト
謂
ハ
ン
ノ
ミ
」
と
の
日
本
中
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
、
見
事
に
言
い
当
て
た
洞
察
と

い
え
よ
う
。

　
山
県
が
辞
表
を
提
出
し
た
四
月
九
日
か
ら
後
継
に
松
方
が
決
ま
る
五
月
六
日
ま
で
の
約
一
ヶ
月
、
伊
藤
・
西
郷
内
相
・
松
方
蔵
相
、
と
首
相
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⑳

候
補
に
擬
さ
れ
る
名
前
は
二
転
三
転
し
た
。
総
理
後
継
を
め
ぐ
っ
て
周
旋
を
行
っ
た
の
は
、
井
上
馨
及
び
晶
川
弥
二
郎
宮
中
顧
問
官
で
あ
っ
た

が
、
条
約
改
正
交
渉
に
長
期
的
に
は
賛
成
派
で
あ
っ
た
伊
藤
や
条
約
改
正
の
全
権
委
員
を
務
め
る
西
郷
を
松
方
蔵
相
に
優
先
し
て
候
補
と
し
て

い
る
点
か
ら
み
て
、
こ
の
四
月
末
時
点
で
も
井
上
馨
は
交
渉
見
合
わ
せ
を
前
提
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
四
月
二
七
日
時
点
で
も
、
後
継

が
「
大
略
内
定
ノ
上
」
は
山
県
・
伊
藤
・
井
上
馨
と
内
閣
を
あ
わ
せ
て
「
改
正
一
件
の
存
廃
ト
カ
、
地
租
減
否
等
大
事
件
ノ
事
ハ
、
略
申
合
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ヲ
付
ケ
」
る
手
順
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
根
本
方
針
が
問
題
と
な
る
な
か
で
、
青
木
は
四
月
二
七
日
に
枢
密
院
に
出
席
し
、
印
刷
さ
れ
た
条
約
案
を
配
布
し
て
説
明
を
行
っ
た
ら
し
く
、

情
勢
は
さ
ら
に
緊
迫
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
総
合
的
に
判
断
し
た
合
議
結
果
が
、
松
方
に
よ
る
後
継
総
理
就
任
、
条
約
改
正
交
渉
の
凍
結
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

結
果
と
し
て
そ
れ
に
伴
う
青
木
の
更
迭
、
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
改
正
へ
の
積
極
派
と
消
極
派
の
両
者
の
分
裂
を
抱
え
る
山
県
内

閣
は
、
好
意
的
な
対
案
を
示
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
や
、
そ
の
尻
馬
に
乗
ろ
う
と
し
た
青
木
の
積
極
路
線
と
、
世
論
・
議
会
や
そ
れ
を
背
景
に
し

た
伊
東
ら
の
消
極
路
線
の
狭
間
で
問
題
の
先
送
り
が
で
き
な
く
な
り
、
結
局
破
局
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
二
年
＝
一
月
の
時
点
で
大
隈

薪
条
約
を
肯
定
的
に
と
ら
え
、
最
後
ま
で
青
木
を
支
持
し
て
交
渉
の
可
能
性
を
探
っ
た
井
上
馨
も
、
そ
の
責
任
を
引
き
受
け
る
首
相
が
誰
も
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

な
く
な
っ
た
時
点
で
、
や
む
を
え
ず
青
木
を
見
放
し
た
の
で
あ
っ
た
。

青木外相期の条約改正交渉（大石）

①
実
際
に
、
ガ
ビ
ン
ズ
轡
記
官
か
ら
青
木
外
相
に
手
交
さ
れ
た
の
は
、
七
月
一
九

　
日
で
あ
る
（
㎎
外
文
』
三
巻
上
、
六
八
四
頁
、
明
治
二
三
日
七
月
二
二
日
付
フ
レ

　
イ
ザ
ー
宛
青
木
審
簡
）
。

②
尾
佐
竹
猛
『
大
津
事
件
』
（
岩
波
文
庫
版
、
一
九
九
一
年
）
一
〇
六
～
～
○
八

　
頁
。

③
た
と
え
ば
信
夫
清
三
郎
編
『
日
本
外
交
史
隔
一
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
四
年
、

　
一
五
一
・
一
五
二
頁
。

④
「
憲
政
」
中
「
三
田
尻
雑
記
」
の
う
ち
、
一
〇
月
二
二
日
付
電
信
控
。
詳
細
は

　
ご
草
（
註
5
）
の
同
日
付
斎
藤
書
簡
に
よ
る
。

⑤
男
○
念
O
お
。
。
5
窯
。
b
§

⑥
オ
。
く
」
轟
し
。
。
c
。
P
甲
器
①
二
。
ω
鉱
圃
ω
牙
蔓
．
蓼
ミ
旗
ρ
ω
綬
！

⑦
U
①
。
』
。
。
い
。
。
c
。
⑩
．
牢
器
①
二
。
留
一
謬
顕
団
．
閃
○
滋
O
＼
卜
。
O
■
咳
。
菌
一
．

⑧
§
罫
蜜
』
O
］
ま
江
’

⑨
稲
生
典
太
郎
『
条
約
改
正
論
の
歴
史
的
展
開
㎞
（
小
峯
書
店
、
昭
和
五
一
年
）

　
三
九
四
頁
。

⑩
～
八
八
九
年
六
月
二
九
日
付
ブ
ー
ス
・
チ
ャ
イ
ナ
・
ヘ
ラ
ル
ド
隔
掲
載
門
日

　
独
間
の
覇
条
約
」
。
「
も
ち
ろ
ん
、
現
在
の
駐
日
公
使
が
悪
い
の
で
は
な
い
。
だ
が

　
今
回
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
と
、
公
使
の
存
在
が
な
ん
の
役
に
立
つ
の
か
と
い
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う
疑
問
を
禁
じ
得
な
い
。
こ
う
し
た
事
態
が
我
々
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
の
で
あ

　
れ
ば
、
い
っ
た
い
な
ん
の
た
め
に
ベ
ル
リ
ン
と
東
京
に
金
の
か
か
る
公
使
館
を
置

　
い
て
お
く
の
か
。
両
公
使
館
が
ド
イ
ツ
と
日
本
の
問
の
動
き
を
察
知
し
て
い
な
が

　
ら
座
視
し
て
い
た
の
な
ら
、
全
員
更
迭
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
。
察
知
し
て
い
な

　
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
ん
な
連
中
が
な
ん
の
役
に
立
つ
と
い
う
の
か
」
。
国
際
ニ

　
ユ
ー
ス
事
典
出
版
委
員
会
・
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
編
『
外
国
新
聞
に
見

　
る
日
本
　
国
際
ニ
ュ
ー
ス
事
典
㎏
②
（
毎
日
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
一
九
九

　
〇
年
）
に
よ
っ
た
。

⑪
こ
・
の
構
想
に
つ
い
て
は
、
類
似
し
た
提
案
の
為
さ
れ
た
明
治
二
〇
～
二
～
年
の

　
過
程
に
関
連
し
て
、
拙
稿
a
（
七
一
頁
註
⑩
）
に
述
べ
た
。
要
約
す
る
と
、
①
開

　
港
場
で
の
領
事
裁
判
権
維
持
、
②
日
本
の
法
権
へ
の
全
面
服
従
を
条
件
に
し
た
内

　
地
居
住
・
通
商
等
の
国
別
許
可
、
③
条
約
で
は
な
く
議
定
轡
（
H
）
H
O
［
O
O
O
一
）
か
外

　
準
文
書
（
p
9
①
）
に
よ
る
簡
略
な
外
交
的
処
理
、
主
に
国
内
的
立
法
措
置
に
よ
る

　
実
施
、
④
貿
易
協
定
・
関
税
表
の
同
時
批
准
・
実
施
、
⑤
領
事
裁
判
権
完
全
廃
止

　
を
前
提
と
す
る
内
地
で
の
不
動
産
購
入
許
可
、
と
い
う
五
ヶ
条
の
乳
型
が
そ
れ
で
、

　
「
内
地
へ
の
外
国
人
入
境
許
可
に
関
す
る
法
律
草
案
」
も
備
え
て
い
た
（
智
P

　
卜
⊃
ρ
一
Q
。
8
．
男
○
念
O
＼
ト
っ
ρ
冥
ρ
鎗
冒
。
ご
。

⑫
「
雑
纂
二
」
＝
二
三
・
＝
二
四
頁
「
独
逸
公
使
ノ
伝
言
筆
記
」
。
こ
れ
は
「
伊

　
東
伯
爵
家
文
書
」
中
に
あ
っ
た
も
の
の
筆
写
だ
が
、
本
章
（
註
⑬
）
の
書
簡
等
か

　
ら
み
て
、
渡
辺
は
伊
藤
博
文
に
こ
れ
を
伝
言
す
る
役
割
を
担
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

⑬
＝
一
月
九
日
付
井
上
馨
宛
伊
藤
書
簡
、
「
井
上
馨
文
香
」
二
九
〇
…
8
。
年
代

　
は
内
容
か
ら
推
定
し
た
。

⑭
勺
○
凸
O
＼
鱒
0
2
ρ
卜
。
O
．

⑮
ド
イ
ツ
の
対
日
接
近
へ
の
ガ
ビ
ン
ズ
の
危
惧
が
、
現
実
的
基
盤
を
有
し
て
い
た

　
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
解
答
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ド
イ
ツ
で
は
こ
の
年
三

　
月
の
宰
栢
ビ
ス
マ
ル
ク
失
脚
を
経
て
外
交
政
策
が
イ
ギ
リ
ス
と
の
二
国
間
関
係
の

　
強
化
に
傾
斜
し
て
ゆ
く
と
い
わ
れ
る
（
岡
部
健
彦
「
ビ
ス
マ
ル
ク
以
後
」
㎎
大
阪

　
大
学
文
学
部
紀
要
隔
昭
和
四
七
年
、
二
二
三
頁
）
が
、
一
月
ま
で
の
ホ
ル
レ
ー
ベ

　
ン
に
よ
る
ド
イ
ツ
単
独
の
活
発
な
動
き
は
、
た
し
か
に
そ
の
後
英
政
府
対
案
の
線

　
に
同
調
を
表
明
す
る
方
向
に
変
わ
っ
た
（
O
o
『
お
甲
一
〇
。
り
O
．
艶
霧
①
二
〇
ω
聾
ω
－

　
ぴ
霞
《
扇
○
凸
O
＼
8
堵
ρ
一
8
．
）
。

⑯
議
会
が
暴
走
し
て
現
行
条
約
廃
棄
を
政
府
に
強
要
し
か
ね
な
い
と
い
う
ガ
ビ
ン

　
ズ
の
危
惧
が
、
ど
の
程
度
正
鵠
を
射
た
も
の
か
に
つ
い
て
も
、
正
確
な
解
答
は
得

　
難
い
。
た
だ
、
い
ま
や
野
に
下
っ
た
大
隈
が
、
在
任
中
に
交
渉
戦
略
の
重
要
な
　

　
要
素
と
し
て
条
約
廃
棄
戦
術
を
準
備
し
、
そ
れ
を
ち
ら
っ
か
せ
て
成
果
を
上
げ
た

　
と
い
う
見
方
が
、
か
な
り
広
範
に
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
（
拙
稿
b
参
照
）
。

⑰
冒
濤
卜
、
｝
弘
。
。
。
。
り
■
聞
O
自
O
＼
悼
。
。
．
憂
い
罐
．

⑱
冒
p
算
蕊
8
淘
○
配
O
＼
卜
。
り
．
瓢
9
＝
ぎ
。
寓
■

⑲
冒
昌
．
綜
獄
。
。
8
．
尊
ミ
身
。
．
鳴
O
．

⑳
三
月
五
日
付
サ
ン
ダ
ー
ソ
ン
起
筆
稟
議
書
（
閃
○
轟
①
＼
も
Q
り
G
Q
・
）
。
カ
リ
ー
次
官
と

　
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
首
相
兼
外
相
の
コ
メ
ン
ト
も
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

⑳
こ
れ
も
ガ
ビ
ン
ズ
の
覚
書
を
付
す
（
H
刃
○
駆
｝
O
＼
卜
⊃
り
．
客
。
■
b
o
刈
．
）
。

⑫
　
ζ
費
。
7
㎝
w
一
。
。
り
ρ
§
み
賭
。
．
G
。
c
。
．

⑱
§
罫
翼
ρ
罐
．

⑳
導
ミ
皇
。
．
宅
．

⑳
　
藤
原
明
久
「
大
隈
外
相
の
条
約
改
正
交
渉
と
日
本
裁
判
権
の
構
成
」
上
（
㎎
神

　
戸
法
学
雑
誌
』
四
三
－
二
、
　
　
九
九
三
年
九
月
）
一
二
六
八
⊥
二
七
〇
頁
を
参
照
。

⑳
旨
§
Φ
刈
レ
。
。
り
ρ
ミ
ミ
セ
p
刈
b
。
．

⑳
尊
ミ
セ
9
＄
．

⑳
　
前
出
の
一
月
付
覚
書
で
、
ガ
ビ
ン
ズ
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
（
蓼
ミ
”

　
螺
9
卜
。
O
．
ぎ
。
置
．
）
。
「
個
溺
交
渉
原
則
の
受
け
入
れ
、
そ
し
て
新
条
約
へ
の
そ
の

　
原
則
に
基
く
現
実
の
調
印
は
、
条
約
諸
国
の
結
束
を
破
壊
し
た
。
〔
中
略
〕
そ
し

　
て
も
し
問
題
が
正
し
く
評
価
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
事
実
は
我
々
の
損
失
と
い
う

　
よ
り
む
し
ろ
利
益
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
全
て
の
負
担
と
悪
評
を
も

（514）94
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た
ら
し
、
在
B
外
国
権
益
保
護
の
た
め
に
行
わ
れ
た
、
〔
列
国
－
引
用
者
〕
協
調

　
の
制
約
か
ら
ひ
と
た
び
解
放
さ
れ
た
英
国
は
、
独
自
の
政
策
を
遂
行
す
る
こ
と
、

　
そ
し
て
自
身
の
利
益
の
た
め
に
そ
の
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
、
将
来
可
能
に

　
な
る
で
あ
ろ
う
」
。

⑲
　
正
確
に
い
え
ば
、
領
事
裁
判
権
継
続
期
間
を
五
年
で
は
な
く
八
～
一
〇
年
に
上

　
積
み
す
べ
き
と
の
フ
レ
イ
ザ
ー
・
ガ
ビ
ン
ズ
の
追
加
提
言
（
ζ
畠
6
し
。
。
㊤
ρ

　
「
茜
。
。
㊤
8
ω
聾
。
。
げ
長
零
尊
執
罫
篇
9
刈
①
．
）
を
考
慮
し
て
、
対
案
の
議
定
書
第
一
項

　
に
は
若
干
の
文
書
訂
正
が
舶
え
ら
れ
た
（
冒
器
P
ρ
一
。
。
Φ
ρ
ω
匿
ω
げ
二
蔓
δ

　
男
茜
ω
Φ
が
日
皿
Φ
α
Q
鑓
唱
窯
。
．
馬
贈
ミ
”
鴬
。
．
刈
O
．
）
。
「
五
年
問
」
は
そ
の
ま
ま
だ
が
、
諸
法

　
律
が
「
満
足
に
」
「
引
続
き
」
　
二
ヶ
月
実
施
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

　
い
る
。

⑳
ω
①
や
H
ω
払
。
。
8
．
艶
器
①
二
。
ω
”
一
員
び
護
ど
§
罫
鷺
ρ
二
£
づ
。
ピ

⑳
　
通
商
及
航
海
条
約
計
一
九
条
、
議
定
書
計
五
項
（
「
陸
奥
文
轡
」
九
六
一
4
）
。

　
遺
棄
六
一
9
に
は
英
文
も
付
さ
れ
て
い
る
。

⑳
　
　
「
記
事
」
三
五
頁
。
こ
れ
が
お
そ
ら
く
、
［
陸
奥
文
書
下
中
の
九
月
八
B
付
の

　
印
刷
物
で
あ
ろ
う
（
九
六
！
5
～
7
の
三
点
）
。

⑳
第
一
条
を
削
っ
て
第
二
～
一
八
条
を
一
つ
ず
つ
前
に
ず
ら
し
、
第
一
九
条
を
三

　
つ
に
分
割
し
て
第
一
八
～
二
〇
条
に
し
て
い
る
。

⑳
　
九
月
一
七
日
付
伊
藤
宛
伊
東
轡
簡
（
『
伊
藤
』
二
）
。

⑳
　
　
「
憲
政
」
、
伊
東
伯
爵
家
文
書
、
五
ふ
ハ
五
。

⑳
東
京
大
学
法
学
部
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
原
資
料
部
蔵
「
中
山
寛
六
郎

　
文
書
」
6
1
㎜
、
「
山
県
総
理
大
臣
ト
伊
国
公
使
マ
ー
チ
ノ
ー
氏
談
話
要
略
」
、
明

　
治
二
三
年
八
月
一
八
日
。

⑰
　
例
え
ば
横
浜
市
編
『
横
浜
市
史
隔
第
四
巻
下
（
昭
和
四
三
年
）
三
六
九
～
四
〇

　
八
頁
。

⑳
　
一
〇
月
一
六
日
食
制
案
に
お
い
て
は
、
第
一
八
条
、
議
定
書
第
一
項
・
四
項
等

　
が
あ
る
。

⑳
　
　
『
秘
書
類
纂
　
外
交
篇
』
中
、
五
四
九
～
五
六
三
頁
。

⑳
　
青
木
家
文
書
が
現
在
の
と
ち
ぎ
明
治
の
森
記
念
館
に
移
管
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯

　
に
つ
い
て
は
、
同
館
秋
葉
洋
子
氏
に
御
教
示
を
受
け
た
。
特
記
し
て
謝
し
た
い
。

⑳
翼
。
＜
」
ρ
お
Φ
O
．
劉
器
霞
δ
ω
聾
ω
寓
門
罵
■
閃
O
a
O
お
⑩
窯
9
お
O
．

⑫
翼
。
＜
■
卜
。
ド
蕊
8
淘
霧
①
＝
。
ω
巴
一
ω
ぎ
蔓
■
§
み
客
。
．
お
ド

⑯
　
一
一
月
二
五
日
付
青
木
宛
井
上
馨
書
簡
（
「
井
上
馨
文
書
」
二
一
七
一
3
）
。

⑭
閃
○
鳶
O
＼
卜
⊃
り
2
。
面
ρ

⑮
閃
O
a
O
＼
ω
O
■
窯
。
．
④
．

⑯
　
　
欄
日
日
』
三
月
一
一
日
・
～
八
日
付
。

⑰
三
月
二
八
日
付
電
送
第
二
八
号
「
何
日
頃
帰
京
サ
ル
・
力
返
事
待
ツ
」
と
の
電

　
報
を
送
っ
て
い
る
（
匹
ま
ミ
建
亀
註
き
Q
ξ
§
題
鳴
｝
嵩
嵩
ミ
壱
駄
諭
、
帽
粛
鳶
§
帖
麟

　
§
§
気
c
Q
①
c
。
i
お
轟
護
9
。
｛
｝
ぎ
＆
｛
。
「
臣
げ
曇
℃
。
｛
0
8
。
Q
塞
の
り
昔
師
ピ
。
。
）
G

　
　
『
日
日
瞼
三
月
三
一
日
・
四
月
二
日
・
八
日
，
九
日
・
一
～
日
付
。

⑲
　
以
下
、
第
一
議
会
関
係
の
記
述
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
『
帝
国
議
会
衆
議
院
議

　
事
速
記
録
睡
1
・
2
及
び
『
帝
国
議
会
貴
族
院
議
事
速
記
録
睡
1
・
2
（
い
ず
れ

　
も
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
四
年
）
に
よ
る
。

⑳
　
一
年
間
通
用
旅
券
の
許
与
を
六
ヶ
月
に
戻
し
た
点
等
が
あ
る
（
「
記
事
」
六
〇

　
～
詣
ハ
ニ
百
ハ
）
。

⑪
　
綾
井
武
夫
（
香
川
）
は
、
二
B
前
の
青
木
演
説
に
意
見
を
表
明
す
る
た
め
と
し

　
て
、
残
り
疇
間
は
法
律
案
で
は
な
く
建
議
案
、
そ
れ
も
神
鞭
知
常
（
京
都
）
提
出

　
の
湖
海
関
税
領
事
裁
判
及
沿
海
貿
易
二
関
ス
ル
建
議
案
出
を
優
先
す
べ
き
と
提
案

　
し
た
。
い
っ
た
ん
こ
れ
が
可
決
さ
れ
た
が
、
綾
井
の
動
議
は
書
面
で
は
単
に
建
議

　
案
を
優
先
す
る
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
ど
の
建
議
案
を
優
先
す
る
か
に
つ
き
議
事

　
は
紛
糾
し
、
結
局
そ
の
ま
ま
閉
会
と
な
っ
た
。

　
　
例
え
ば
、
山
県
が
大
磯
に
去
る
直
前
三
月
一
四
日
付
で
警
視
総
監
園
田
安
賢
が

　
伝
え
た
探
聞
に
よ
る
と
、
「
自
由
党
井
二
保
守
主
義
ヲ
持
ス
ル
ノ
ニ
分
子
扁
が
結

　
託
し
て
反
対
運
動
を
計
画
し
つ
つ
あ
り
、
前
者
で
は
林
包
明
ら
、
後
者
で
は
富
田

（515）95



　
鉄
之
助
ら
の
議
員
名
が
挙
っ
て
い
る
。
同
韻
〇
日
付
で
は
一
六
日
の
彼
ら
に
よ
る

　
集
会
の
模
様
が
報
告
さ
れ
た
（
以
上
、
前
出
門
中
山
寛
六
郎
文
書
」
6
1
獅
、
山

　
県
首
相
宛
「
探
聞
轡
」
）
。
四
月
目
な
る
と
、
「
青
木
大
臣
を
刺
さ
む
と
の
血
判
状
扁

　
を
作
っ
て
金
策
中
の
男
が
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
（
四
月
三
日
霞
網
日
本
』
糊
報
知
』
）
、

　
よ
り
直
接
的
な
動
き
も
報
じ
ら
れ
て
く
る
。

⑯
　
前
出
閃
○
凸
O
お
㊤
■
客
。
．
＝
O
H
口
。
囲

⑭
前
出
導
鼻
翼
ρ
誌
O
．

㊥
《
姥
♪
｝
。
。
⑩
一
扇
霧
①
＝
。
ω
帥
一
重
蔓
．
悶
O
凸
O
＼
ω
ρ
茗
ρ
削
り
．

⑲
　
明
治
二
四
年
五
月
二
日
付
「
英
国
覆
案
二
対
ス
ル
意
見
」
（
『
秘
轡
類
纂
　
外
交

　
篇
隔
中
）
四
九
瓢
一
頁
。
伊
東
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

⑰
　
伊
藤
は
「
自
家
の
腹
心
た
り
股
肱
た
り
」
と
い
う
人
物
で
「
驚
固
」
な
内
閣
を

　
つ
く
る
と
い
う
希
望
に
は
時
期
尚
早
と
判
断
し
て
固
辞
し
（
四
月
二
七
日
付
『
日

　
本
』
）
、
西
郷
は
自
分
は
と
て
も
総
理
の
能
は
な
い
と
の
言
を
貫
い
た
（
『
日
本
睡

　
四
月
～
四
日
「
西
郷
伯
の
謙
譲
」
）
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

⑭
　

（
四
）
月
二
七
日
山
県
宛
品
川
轡
簡
（
「
山
県
有
朋
関
係
文
書
扁
マ
イ
ク
ロ
フ

　
ィ
ル
ム
「
明
治
廿
四
年
中
書
翰
全
」
）
。

⑲
　
例
え
ば
四
月
二
八
日
付
噸
日
本
㎞
・
㎎
日
日
輪
、
二
九
日
付
『
国
民
新
聞
㎞
。

⑳
　
　
「
松
方
伯
内
閣
総
理
大
臣
ノ
任
学
説
ク
ニ
先
チ
〔
中
略
〕
条
約
改
正
ノ
事
業
ヲ

　
中
止
セ
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス
ル
意
見
ヲ
抱
持
セ
ラ
レ
、
〔
中
略
〕
青
木
子
雑
説
キ
、
同

　
子
モ
亦
之
ヲ
諾
ス
ル
ノ
結
果
ヨ
リ
シ
テ
松
方
伯
ハ
首
相
ノ
大
任
二
世
ク
ニ
至
レ

　
リ
」
（
「
条
約
改
正
二
関
シ
閣
議
提
出
ノ
甲
乙
断
案
二
付
意
見
書
」
、
明
治
二
四
年

　
後
半
、
陸
奥
農
商
相
に
よ
る
と
推
定
、
「
陸
奥
文
書
」
九
三
一
π
1
二
）
と
の
経

　
緯
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
、
松
方
就
任
後
の
五

　
月
｝
○
日
頃
に
至
っ
て
も
、
枢
密
院
・
闇
僚
そ
の
他
か
ら
反
対
は
あ
る
が
「
山
県

　
伯
の
辞
任
は
条
約
改
正
に
何
の
影
響
も
な
い
」
、
と
青
木
は
フ
レ
イ
ザ
ー
に
主
張

　
し
て
い
た
（
ζ
避
鼻
冨
箪
．
即
β
。
。
。
Φ
＝
o
ω
餌
昧
宮
蔓
雨
O
凸
O
＼
ω
ρ
累
ρ
卜
⊃
ρ
）
。

⑪
　
五
月
二
日
付
伊
藤
宛
井
上
歯
触
簡
（
『
伊
藤
瞼
　
）
。

96 （516）

お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
に
述
べ
た
論
点
は
概
略
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
条
約
改
正
を
め
ぐ
り
日
本
政
府
内
に
こ
の
時
期
二
つ
の
路
線
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。
伊
藤
・
井
上
・
青
木
そ
れ
に
大

隈
と
い
う
、
若
干
の
不
満
は
残
っ
て
も
速
や
か
に
改
正
を
す
す
め
よ
う
と
す
る
積
極
路
線
と
、
不
満
を
残
し
て
ま
で
改
正
す
る
に
は
及
ば
な
い

と
い
う
井
上
毅
や
伊
東
ら
の
消
極
路
線
が
そ
れ
で
あ
る
。
山
県
ら
中
間
派
は
両
者
の
間
を
動
揺
す
る
が
、
そ
の
際
大
き
な
決
定
要
因
と
な
っ
て

い
た
の
は
世
論
・
議
会
の
動
向
へ
の
配
慮
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
政
府
内
分
裂
が
あ
る
か
ぎ
り
、
た
と
え
外
国
側
か
ら
有
利
な
提
案

が
あ
っ
た
と
し
て
も
改
正
交
渉
を
前
へ
進
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
青
木
外
早
期
の
経
験
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
こ
れ
ま
で
改
正
の
最
大
の
難
敵
と
思
わ
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
動
向
が
、
こ
の
時
期
に
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
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ス
の
変
化
の
要
因
は
、
ロ
シ
ア
へ
の
警
戒
と
い
う
B
本
か
ら
見
て
外
在
的
な
も
の
で
は
な
く
、
日
本
自
身
の
動
向
と
い
う
内
在
的
な
も
の
か
ら

来
て
い
た
。
条
約
改
正
の
妨
害
者
と
な
っ
て
日
本
の
恨
み
を
買
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
条
約
廃
棄
と
い
う
強
硬
手
段
に
日
本
が
出
る
こ
と
を
、
イ

ギ
リ
ス
は
危
惧
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
急
速
に
近
代
化
を
進
め
つ
つ
あ
る
日
本
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
は
る
か
に
弱
小
国
と
は
い
え
、
敵
に

ま
わ
し
た
く
な
い
国
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
一
二
月
、
新
た
な
提
案
に
よ
る
交
渉
を
進
め
つ

つ
あ
っ
た
伊
藤
内
閣
・
陸
奥
外
相
が
議
会
の
一
部
に
よ
る
「
条
約
励
行
」
の
動
き
に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
う
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
と
き
、
積
極

的
に
こ
れ
に
応
じ
る
こ
と
で
、
排
外
主
義
的
傾
向
か
ら
日
本
を
遠
ざ
け
よ
う
と
イ
ギ
リ
ス
が
決
断
す
る
前
提
と
な
っ
た
。

　
青
木
外
相
期
、
日
本
政
府
は
二
つ
の
路
線
の
分
裂
に
よ
り
、
英
政
府
対
案
と
い
う
好
機
会
を
見
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
側
が
積
極
的
に

交
渉
に
向
け
て
次
に
動
き
出
す
の
は
、
積
極
路
線
に
た
つ
伊
藤
が
首
相
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
伊
藤
内
閣
・
陸
奥
外
相
の
案
は
、
こ

れ
ま
で
の
段
階
的
改
正
案
で
は
な
く
、
「
対
等
」
条
約
案
で
あ
り
、
改
正
案
の
不
十
分
性
を
攻
撃
し
て
き
た
消
極
路
線
の
主
張
を
も
ふ
ま
え
た

も
の
と
な
っ
て
い
た
。
伊
藤
内
閣
の
改
正
方
針
は
、
二
つ
の
路
線
の
総
合
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
対
等
案
と

い
う
提
案
が
あ
え
て
な
さ
れ
た
背
景
に
は
、
青
木
外
相
期
に
イ
ギ
リ
ス
側
が
示
し
た
譲
歩
の
実
績
が
あ
っ
た
。
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special　skills　who　could　associate　on　equal　terms　with　a　man　of　letters，　and　their

status　was　enhanced　at　the　same　time．

　　However，　when　Beijing　began　to　re－surface　as　the　center　of　activities　involving

collection　and　appreciation　of　paintings，　cadigraphy　and　antigues，　the　predominance

of　the　Jiangnan　region　declined　and　the　activities　of　merchants　also　tended　toward

a　close．

　　　　Negotiations　for　Treaty　Revisions　in　the．　Period

　　　　　　of　Minister　for　Foreign　Affairs　Aoki　Shuzo：

The　Planning　Process　and　the　lnternational　Environment

by

OISHI　Kazuo

　　The　decision　of　the　cabinet　meeting　of　December　10，　1889　to　take　corrective

measures　following　Okuma’s　negotiations　for　treaty　revision，　was　to　record　two

conflicting　opinions：　the　first　consisted　of　the　proposal　’of　Kowashi　lnoue，　the　chief

of　the　Legislation　Bureau，　and　Miyoji　lto，　the　chief　secretary　of　the　Privy　Councll，

insisting　on　rejection　of　the　ratiflcation　of　the　new　treaties，　which　had　aiready　been

signed；and　the　second　of　Kaoru　lnoue，血【ster　for　a塑culture孤d　co㎜erce，

and　Shuzo　Aoki，　the　Vice－minister　f（）r　foreign　affa辻s，　which　was　the　main　position

of　the　cabinet，　demanded　modiflcations　in　the　new　treaties．　Anxious　about　the

possibility　of　intervention　by　Germany　or　other　Treaty　Powers　’while　the　Japanese

government　was　weakened　and　in　disunity　and　fearing　that　a　majority　in　the　first

parliament　would　push　the　govemment　to　take　some　dangerous　step　such　as　a

denunciation　of　the　existing　treaties，　the　British　govemment，　on　the　other　hand，

decided　to　abandon　deMands　for　the　apPointment　of　foreigri　adjudicators　and　to

take　preemptive　action　by　submithng　new　counter　proposals．　The　Yamagata

aclministration，　deprived　by　the　English　government　proposals　of　shifting

responsibMty　for　the　delay　of　treaty　revisions　and　unable　to　start　negotiations

itself　out　of　consideration　of　the　advocates　of　equal　treaties，　faced　a　dilemma．　ln

the　end，　Aoki，　the　Minister　of　Foreign　Affairs，　seized　the　initiative　and　started　fuil

negotiadons，　and　the　Yamagata　administration　resigned　at崩e　c正ose　of廿1e鉦st
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parliament．　Aoki　was　in　effect　replaced　and　negotiations　were　suspended．　These

results，　however，　also　meant　that　each　party　achieved　its　own　ends：　for　Japan，　the

舳drawal　of　Okurna’s　proposals，　and　for　Great　Britain，　the　avoidance　of止e　risk

of　being　made　into　a　scapegoat．
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